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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
椅子アセンブリであって、
上部と前記上部の下に位置する下部を画定する底部構造と、
前部と、
前記前部の後方に位置する後部を有する座部支持構造であって、
前記座部支持構造の前部は第１の旋回軸の周りの回転のために前記底部構造の上部に旋回
可能に結合され、前記第１の旋回軸は前記座部支持構造及び前記底部構造に対して固定さ
れ、及びその上に座るユーザを支持するように構成される座部支持面を含む、座部支持構
造と、
前部と前記前部の後方に位置する後部を有する背部支持構造であって、前記背部支持構造
の前部は第２の旋回軸の周りの回転のために前記底部構造の下部に旋回可能に結合され、
垂直位置とリクライニング位置の間で移動するように構成される上方に伸びる部分を含む
、背部支持構造と、
第３の旋回軸の周りの回転のために前記座部支持構造の後部に旋回可能に結合される第１
の端部、及び第４の旋回軸の周りの回転のために前記背部支持構造の後部に旋回可能に結
合される第２の端部を有する制御リンクとを備え、
前記制御リンクは長手方向に伸びる軸を含み、前記長手方向に伸びる軸は、前記背部支持
構造が前記垂直位置にある場合より、前記背部支持構造が前記リクライニング位置にある
場合の方が本質的により垂直方向を向く、
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椅子アセンブリ。
【請求項２】
前記制御リンクの第１の端部は第１の垂直高さに位置し、及び前記制御リンクの第２の端
部は第２の垂直高さに位置し、前記第１の垂直高さは前記第２の垂直高さより大きい、請
求項１に記載の椅子アセンブリ。
【請求項３】
前記背部支持構造が前記垂直位置にある場合、前記第１の垂直高さは前記第２の垂直高さ
より大きい、請求項２に記載の椅子アセンブリ。
【請求項４】
前記背部支持構造が前記リクライニング位置にある場合、前記第１の垂直高さは前記第２
の垂直高さより大きい、請求項２又は３に記載の椅子アセンブリ。
【請求項５】
前記背部支持構造に作動可能に結合される背部支持アセンブリであって、前記背部支持ア
センブリは、湾曲を画定する前方に湾曲する腰部下部を有する柔軟シェル部材を備え、前
記背部支持構造が前記垂直位置から前記リクライニング位置へ移動するにつれて、前記湾
曲は増加する、背部支持構造を更に備える、請求項１から４のいずれか１項に記載の椅子
支持。
【請求項６】
座るユーザの背中を支持するように構成される概して前方に面する背部支持面を有する背
部支持アセンブリであって、背部支持アセンブリが前記背部支持構造に作動可能に結合さ
れる、背部支持アセンブリを更に備える請求項１から５のいずれか１項に記載の椅子アセ
ンブリ。
【請求項７】
前記第１の旋回軸と前記第２の旋回軸の間の距離は前記第３の旋回軸と前記第４の旋回軸
の間の距離より大きい、請求項１から６のいずれか１項に記載の椅子アセンブリ。
【請求項８】
椅子アセンブリであって、
底部構造と、
第１の旋回軸の周りの回転のために前記底部構造へ直接旋回可能に結合され、その上に座
るユーザを支持するように構成される座部支持面を含む、座部支持構造と、
第２の旋回軸の周りの回転のために前記底部構造に直接旋回可能に結合され、垂直位置と
リクライニング位置の間で移動するように構成される上方に伸びる部分を含む、背部支持
構造と、
前記座部支持構造に作動可能に結合される第１の端部と、前記背部支持構造に作動可能に
結合される第２の端部を有する制御リンクであって、前記背部支持構造が前記垂直位置か
ら前記リクライニング位置へ移動するにつれて、前記背部支持構造のリクライニング速度
より遅いリクライニング速度で前記座部支持構造をリクライニングさせる、制御リンクと
を備え、
前記背部支持構造が前記垂直位置から前記リクライニング位置へ移動するにつれて、前記
座部支持構造のリクライニング速度は前記背部支持構造のリクライニング速度の約半分に
なり、
前記制御リンクは長手方向に伸びる軸を含み、前記制御リンクの長手方向軸は、前記背部
支持構造が前記垂直位置にある場合より、前記背部支持構造が前記リクライニング位置に
ある場合の方が本質的により垂直方向を向く、
椅子アセンブリ。
【請求項９】
前記背部支持構造が前記垂直位置にある場合の前記背部支持構造の位置から約１８°にリ
クライニングする場合、前記座部支持構造は前記垂直位置にある場合の前記座部支持構造
の位置から約９°リクライニングする、請求項８に記載の椅子アセンブリ。
【請求項１０】
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前記制御リンクの第１の端部は前記座部支持構造に旋回可能に結合され、前記制御リンク
の第２の端部は前記背部支持構造に旋回可能に結合される、請求項８又は９に記載の椅子
アセンブリ。
【請求項１１】
前記制御リンクは、前記背部支持構造が前記垂直位置にある場合、前記座部支持構造と第
１の角度を形成し、前記座部構造が前記リクライニング位置にある場合、第２の角度を形
成する、長手方向に伸びる軸を含み、前記第１の角度は鋭角であり、前記背部支持構造が
前記垂直位置と前記リクライニング位置の間で動くにつれて、前記制御リンクの軸は前記
座部支持構造に対して本質的に垂直を超えては回転しない、請求項８から１０のいずれか
１項に記載の椅子アセンブリ。
【請求項１２】
前記座部支持構造は前部と後部を含み、前記背部支持構造は前部と後部を含み、前記第１
の旋回軸は前記座部構造の前部に位置し、前記第２の旋回軸は前記背部支持構造の前部に
位置する、請求項８から１１のいずれか１項に記載の椅子アセンブリ。
【請求項１３】
前記制御リンクの第１の端部は前記座部支持構造の後部へ作動可能に結合され、前記制御
リンクの第２の端部は前記背部支持構造の後部へ作動可能に結合される、請求項１２に記
載の椅子アセンブリ。
【請求項１４】
椅子アセンブリであって、
底部構造と、
第１の旋回軸の周りの回転のために底部構造に直接旋回可能に結合され、前記第１の旋回
軸は座部支持構造に対して固定され、その上に座るユーザを支持するように構成される座
部支持面を含む、座部支持構造と、
第２の旋回軸の周りの回転のために前記底部構造に直接旋回可能に結合され、垂直位置と
リクライニング位置の間で移動するように構成される上方に伸びる部分を含む、背部支持
構造と、
前記座部支持構造に作動可能に結合される第１の端部と、前記背部支持構造に作動可能に
結合される第２の端部を有する制御リンクと、
前記背部支持構造上にバイアス力を加え、及び前記背部支持構造を前記リクライニング位
置から前記垂直位置へ向かってバイアスする、前記第２の旋回軸の周りにバイアストルク
を加える、第２の旋回軸より後方に位置する少なくとも１つのバイアスアセンブリであっ
て、前記背部支持構造が垂直位置にある場合、前記バイアストルクは第１の大きさと第２
の大きさの間で調節可能であり、前記第２の大きさは前記第１の大きさより大きい、少な
くとも１つのバイアスアセンブリと、
を備える椅子アセンブリ。
【請求項１５】
前記第１と第２の大きさの間で前記バイアストルクを調節するために、前記少なくとも１
つのバイアスアセンブリへ作動可能に結合される調節アセンブリを更に備え、前記調節ア
センブリは前記バイアストルクの第１の大きさに対応する第１の構成と前記バイアストル
クの第２の大きさに対応する第２の構成の間で前記少なくとも１つのバイアスアセンブリ
を調節する、請求項１４に記載の椅子アセンブリ。
【請求項１６】
前記調節アセンブリは第１と第２のネジ付き部材を含み、前記第１のネジ付き部材の回転
は前記第１と第２の大きさの間で前記バイアストルクを調節する、請求項１５に記載の椅
子アセンブリ。
【請求項１７】
前記調節アセンブリは第１と第２の位置の間での可動入力部材の移動時に、前記バイアス
トルクの大きさを変化させる可動入力部材を含む、請求項１５又は１６に記載の椅子アセ
ンブリ。
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【請求項１８】
前記バイアストルクは前記バイアストルクの第１の大きさに対応する第１の形状と、前記
バイアストルクの第２の大きさに対応する第２の形状の間を移動する弾性バイアス部材に
より生成される、請求項１４から１６のいずれか１項に記載の椅子アセンブリ。
【請求項１９】
前記弾性バイアス部材は第１の端部、第２の端部及び前記第１の端部と前記第２の端部の
間で画定される長さを有するバネ部材を備え、前記バネ部材の長さの変化は前記バイアス
トルクの第１と第２の大きさの間で前記バイアストルクの大きさを変化させる、請求項１
８に記載の椅子アセンブリ。
【請求項２０】
前記バネ部材の第１の端部は、前記底部構造、前記座部支持構造、前記背部支持構造及び
前記制御リンクの少なくとも選択された１つへ作動可能に結合され、前記底部構造、前記
座部支持構造、前記背部支持構造及び前記制御リンクの選択された１つに対する前記バネ
部材の第２の端部の位置変化は、前記バイアストルクの第１と第２の大きさの間で前記バ
イアストルクを調節する、請求項１９に記載の椅子アセンブリ。
【請求項２１】
前記弾性バイアス部材は第１の方向へ前記可動入力部材に作用する力を発生させ、前記調
節アセンブリは前記第１の方向に対して本質的に反対の第２の方向へ前記可動入力部材上
に作用する補助力を加える補助機構を含み、これにより前記バイアス力を前記第１の大き
さから前記第２の大きさへ調節するために、前記可動入力部材へユーザにより加えられる
のに必要な入力の力を減少させる、請求項１８から２０のいずれか１項に記載の椅子アセ
ンブリ。
【請求項２２】
前記補助機構はバネ部材を含む、請求項２１に記載の椅子アセンブリ
【請求項２３】
　４本棒結合アームアセンブリをさらに備え、当該４本棒結合アームアセンブリは、
　第１端と第２端を備える第１の結合部材と、
　第１端と第２端を備える第２の結合部材と、
　前記第１の結合部材の第１端と旋回可能に連結された第１端と、前記第２の結合部材の
第１端と旋回可能に連結された第２端と備える第３の結合部材と、
　前記第１の結合部材の第２端と旋回可能に連結された第１端と、前記第２の結合部材の
第２端と旋回可能に連結された第２端と備える第４の結合部材とを備え、
　前記４本棒結合アセンブリは、上昇位置と下降位置の間で調整可能な上端部及び下端部
とを備えており、
　その上に座るユーザを支持するように構成され、前記４本棒結合アセンブリ上端におい
て支持されるアームレストアセンブリを備え、
　前記４本棒結合アセンブリは、アーム支持構造から旋回可能に支持され、前記４本棒結
合アセンブリの上端は、第１の位置と、前記第１の位置から横方向に外側に位置する第２
の位置との間で移動可能である、請求項１４に記載の椅子アセンブリ。
【請求項２４】
　前記座部支持面が前記底部構造により支持され、後退位置と伸長位置の間で長さ方向に
移動可能であり、さらに、
　ユーザの入力を受けとるよう構成された制御入力部材を含む駆動アセンブリと、前記制
御入力部材に連結された駆動軸と、前記座部支持面に対して移動のために固定されるラッ
ク調整とを備え、
　前記駆動軸が前記ラック調整に直接係合している、請求項１４に記載の椅子アセンブリ
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、椅子アセンブリ、特に、柔軟性のある背部支持アセンブリと柔軟性のある腰
部領域を備えるリクライニング可能な背部、直線状に調節可能であり、背部とリクライニ
ング可能な座部、及び座部アセンブリに対して回転調節可能なアームアセンブリを備える
事務用椅子アセンブリに関する。
【発明の概要】
【０００２】
　本発明の一態様は、上部と上部の下に位置する下部を画定する底部構造、及び前部と前
部の後方に位置する後部を有する座部支持構造を備える椅子アセンブリを提供することで
あり、座部支持構造の前部は第１の旋回軸の周りの回転のための底部構造の上部へ旋回可
能に結合され、座部支持構造はその上に座るユーザを支持するように構成される座部支持
面を含む。椅子アセンブリは、更に前部と、前部の後方に位置する後部を有する背部支持
構造を備え、背部支持構造の前部は第２の旋回軸の周りの回転のための底部構造の下部へ
旋回可能に結合され、背部支持構造は垂直位置とリクライニング位置との間で動くように
構成される上方に伸びる部分、及び第３の旋回軸の周りの回転のための座部支持構造の後
部に旋回可能に結合される第１の端部と、第４の旋回軸の周りの回転のための背部支持構
造の後部に旋回可能に結合される第２の端部を有する制御リンクを含む。
【０００３】
　本発明の別の態様は、底部構造、第１の旋回軸の周りの回転のための底部構造に旋回可
能に結合される座部支持構造を備える椅子アセンブリを提供することであり、座部支持構
造はその上に座るユーザを支持するように構成される座部支持面、第２の旋回軸の周りに
回転のための底部構造に旋回可能に結合される背部支持構造を含み、背部支持構造は垂直
位置とリクライニング位置の間で動くように構成される上方に伸びる部分、及び第３の旋
回軸の周りの回転のための支持構造の後部に旋回可能に結合される第１の端部と、第４の
旋回軸の周りの回転のための背部支持構造の後部に旋回可能に結合される第２の端部を有
する制御リンクを含む。椅子アセンブリは、更に概して前方に面し、座るユーザの背中を
支持するように構成され、第５の旋回軸の周りの回転のための背部支持の上方に伸びる部
分に旋回可能に結合される上部、及び下部を有する背部支持面と、第６の旋回軸の周りの
回転のための背部支持面の下部に旋回可能に結合され、第７の旋回軸の周りの回転のため
の座部支持構造の下部に旋回可能に結合される背部リンクを備え、背部支持構造が垂直位
置からリクライニング位置へ動くにつれて、背部支持面は背部支持構造の垂直部に対して
背部リンクにより前方へ動かされる。
【０００４】
　本発明の別の態様は、底部構造、前部と前部の後方に位置する後部を有する座部支持構
造を備える椅子アセンブリを提供することであり、座部支持構造の前部は底部構造に作動
可能に結合され、座部支持構造はその上に座るユーザを支持するように構成される座部支
持面、及び前部と前部の後方に位置する後部を有する背部支持構造を含み、背部支持構造
の前部は、底部構造に作動可能に結合され、背部支持構造は垂直位置とリクライニング位
置の間で動くように構成される上方に伸びる部分を含む。椅子アセンブリは、更に概して
前方に面し、座るユーザの背中を支持するように構成され、背部支持旋回軸の周りの回転
のための背部支持の上方に伸びる部分に旋回可能に結合される上部、及び下部を有する背
部支持面と、第２の背部支持旋回軸の周りの回転のための背部支持面の下部に旋回可能に
結合され、座部支持構造に作動可能に結合される背部リンクを備え、背部支持構造が垂直
位置からリクライニング位置へ移動するにつれて、第１の背部支持旋回軸と第２の背部支
持旋回軸の間の距離は減少し、背部支持構造がリクライニング位置から垂直位置に移動す
るにつれて、その距離は増加する。
【０００５】
　本発明のまた別の態様は、底部構造と第１の旋回軸の周りに回転のための底部構造に直
接旋回可能に結合される座部支持構造を備える椅子アセンブリを提供することであり、座
部支持構造はその上に座るユーザを支持するように構成される座部支持面を含む。椅子ア
センブリは、更に第２の旋回軸の周りの回転のための底部構造に直接旋回可能に結合され
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る背部支持構造を備え、背部支持構造は垂直位置とリクライニング位置の間で動くように
構成される上方に伸びる部分と、座部支持構造に作動可能に結合される第１の端部と、背
部支持構造に作動可能に結合される第２の端部を有する制御リンクを備え、背部支持構造
が垂直位置からリクライニング位置へ動くにつれて、制御リンクは背部支持構造のリクラ
イニング速度より遅いリクライニング速度で座部支持構造をリクライニングさせる。
【０００６】
　本発明の更にまた別の態様は、第１の旋回軸と第１の旋回軸から離隔した第２の旋回軸
を画定する底部構造、第１の旋回軸に旋回可能に結合される座部支持構造、及び第２の旋
回軸に旋回可能に結合される背部支持構造を備え、背部支持構造は垂直位置とリクライニ
ング位置の間で動くように構成される上方に伸びる部分を含み、背部支持構造が垂直位置
とリクライニング位置の間で動くにつれて、底部構造は動かない。椅子アセンブリは、更
に第３の旋回軸で座部支持構造の後部に旋回可能に結合され、第４の旋回軸で背部支持構
造に旋回可能に結合される制御リンクを備え、第１の旋回軸と第２の旋回軸の間の距離は
第３の旋回軸と第４の旋回軸の間の距離より大きい。
【０００７】
　本発明の別の態様は、底部構造、第１の旋回軸の周りの回転のための底部構造に直接旋
回可能に結合される座部支持構造を備え、第２の支持構造は、その上に座るユーザを支持
するように構成される座部支持面、及び第２の旋回軸の周りの回転のための底部構造に直
接旋回可能に結合される背部支持構造を含み、背部支持構造は完全な垂直位置と完全なリ
クライニング位置の間で動くように構成される上方に伸びる部分を含む。椅子アセンブリ
は、更に座部支持構造に作動可能に結合される第１の端部と、背部支持構造に作動可能に
結合される第２の端部を有する制御リンクを備え、背部支持構造が完全な垂直位置と完全
なリクライニング位置の間で動くにつれて、制御リンクは第１の位置と第２の位置の間で
動くように構成され、制御リンクが第１の位置にある場合、座部支持面と第１の角度を形
成し、制御リンクが第２の位置にある場合、座部支持面と第２の角度を形成する、長手方
向に伸びる軸を含み、第１の角度は鋭角であり、制御リンクが第１と第２の位置の間で動
くにつれて、制御リンクの軸は座部支持面にほぼ垂直な方向を超えて回転することはない
。
【０００８】
　本発明のまた別の態様は、上部と上部の下に位置する下部を画定する底部構造、及び前
部と、前部の後方に位置する後部を有する座部支持構造を備える椅子アセンブリを提供す
ることであり、座部支持構造の後部は底部構造に作動可能に結合され、座部支持構造はそ
の上に座るユーザを支持するように構成される座部支持面を含む。椅子アセンブリは、更
に前部と前部の後方に位置する後部を有する背部支持構造を備え、背部支持構造の前部は
底部構造に作動可能に結合され、背部支持構造は垂直位置とリクライニング位置の間で動
くように構成される上方に伸びる部分、及び座部支持構造の後部に作動可能に結合される
第１の端部と、背部支持構造の後部に作動可能に結合される第２の端部を有する制御リン
クを含み、底部構造と制御リンクから選ばれる１つは、背部支持が垂直位置とリクライニ
ング位置の間で動くにつれて、地盤支持面に対して回転するように制御リンクが取り付け
られる。
【０００９】
　本発明の別の態様は、底部構造、第１の旋回軸の周りの回転のための底部構造に直接旋
回可能に結合される座部支持構造を備える椅子アセンブリを提供することであり、座部支
持構造はその上に座るユーザを支持するように構成される座部支持面、及び第２の旋回軸
の周りの回転のための底部構造に直接旋回可能に結合される背部支持構造を含み、背部支
持構造は垂直位置とリクライニング位置の間で動くように構成される上方に伸びる部分を
含む。椅子アセンブリは、更に座部支持構造に作動可能に結合される第１の端部と背部支
持構造に作動可能に結合される第２の端部を有する制御リンク、及び背部支持構造をリク
ライニング位置から垂直位置に向かってバイアスするバイアス力を及ぼす少なくとも１つ
のバイアスアセンブリを備え、バイアス支持構造が垂直位置にある場合、バイアス力は第
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１の大きさと第２の大きさの間で調節可能であり、第２の大きさは第１の大きさより大き
い。
【００１０】
　本発明のまた別の態様は、底部構造、第１の旋回軸の周りの回転のための底部構造に旋
回可能に結合される座部支持構造を備え、座部支持構造はその上に座るユーザを支持する
ように構成される座部支持面、第２の旋回軸の周りの回転のための底部構造に旋回可能に
結合される背部支持構造を含み、背部支持構造は垂直位置とリクライニング位置の間で動
くように構成される上方に伸びる部分と、座部支持構造に作動可能に結合される第１の端
部、及び背部支持構造に作動可能に結合される第２の端部を有する制御リンクを含む。椅
子アセンブリは、更に概して前方に面し、座るユーザの背中を支持するように構成され、
背部支持の上方に伸びる部分に作動可能に結合される上部、及び下部を有する柔軟性のあ
る背部支持アセンブリ、及び背部支持面の下部に作動可能に結合され、座部支持構造に作
動可能に結合される背部リンクを備え、背部支持構造が垂直位置からリクライニング位置
へ動くにつれて、柔軟性のある背部支持アセンブリはその長さ方向に沿って曲げられる。
【００１１】
　本発明のまた更に別の態様は、上部と、床面上の椅子アセンブリを支持するように構成
される下部を画定する底部構造を備える椅子アセンブリを提供することであり、下部は上
部の下で下方に伸び、座部支持構造は前部と前部の後方に配置される後部を有し、座部支
持構造は底部構造に対して動くために底部構造に移動可能に結合され、座部支持構造はそ
の上に座るユーザを支持するように構成される上方に面する支持面を含む。椅子アセンブ
リは、更に底部構造に対して動くために、底部構造に移動可能に結合される概して剛性の
上方に伸びる背部支持構造を備え、背部支持構造は垂直とリクライニング位置の間で移動
可能であり、垂直位置からリクライニング位置への背部支持構造の移動の際に後方及び下
方へ移動する周縁上部を画定し、背部支持構造は、更に座部支持構造の後部に隣接し、そ
れから後方に離隔して位置する底部を画定し、背部支持構造の下部は座部支持構造に作動
可能に結合され、第１の水平速度及び第１の垂直速度で座部支持構造の後部に対して、誘
導経路に沿って、座部支持構造の後部に対して水平及び垂直に動く。椅子アセンブリは、
また更に前方に面する面と後方に面する面を画定する柔軟性のあるシェル構造を備え、前
方に面する面は、腰部支持を形成する前方に突出する凸状下面部を有し、柔軟性のあるシ
ェル構造はその後部で座部支持構造に移動可能に結合され、大きさにおいてそれぞれ第１
の水平速度及び第１の垂直速度と本質的に異なる第２の水平速度及び第２の垂直速度で座
部支持構造の後部に対して水平及び垂直に移動する、凸状下面の下の下部、及び背部支持
構造が垂直位置からリクライニング位置へ移動し柔軟性があるシェル構造の下部を前方に
曲げることにより、柔軟なシェル部材に貯蔵される位置エネルギの量を増加させるにつれ
て、柔軟なシェル構造に移送される位置エネルギを貯蔵する弾性部材を画定する。
【００１２】
　本発明の別の態様は、上部と床面上の椅子アセンブリを支持するように構成される下部
を画定する底部構造を備え、下部は上部の下から下方に伸び、座部支持構造は前部と前部
の後方に位置する後部を有し、座部支持構造は底部構造に対して動くために底部構造に移
動可能に結合され、座部支持構造はその上に座るユーザを支持するように構成される上方
に面する支持面、及び底部構造に対して動くために底部構造に移動可能に結合される概し
て剛性の上方に伸びる支持構造を含み、背部支持構造は垂直位置とリクライニング位置の
間で移動可能なように構成され、背部支持構造が垂直位置からリクライニング位置へ移動
する際に、後方及び下方へ移動する周縁上部を画定し、背部支持構造は、更に座部支持構
造の後部から後方離隔した、隣接する周縁上部を画定し、背部支持構造の下部は座部支持
構造に作動可能に結合され、座部支持構造の後部に対して誘導経路に沿って、座部支持構
造の後部に対して水平及び垂直に移動する。椅子は、更に前方に面する面と後方に面する
面を画定する柔軟なシェル構造を備え、前方に面する面は可変湾曲を画定し、腰部支持を
形成する前方に突出する凸状下面部を有し、柔軟なシェル構造はその後部で座部支持構造
に移動可能に結合され、及び座部支持構造の後部に対して水平及び垂直に移動する、凸状
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の下面部の下の下部、及び背部支持構造の湾曲を増加させるように、柔軟なシェル構造に
作用する可変圧縮力を発生させる弾性部材を画定し、背部支持構造が垂直位置からリクラ
イニング位置へ移動するにつれて、圧縮力は減少する。
【００１３】
　本発明の別の態様は、底部構造を備える椅子アセンブリを提供することであり、座部支
持構造は第１の旋回軸の周りの回転のための底部構造へ旋回可能に結合され、座部支持構
造はその上に座るユーザを支持するように構成される座部支持面、及び第２旋回軸の周り
の回転のための底部構造に旋回可能に結合される背部支持構造を含み、背部支持構造は垂
直位置とリクライニング位置の間で移動するように構成される上方に伸びる部分、及び上
方に伸びる部分の前方に伸びる下部を含み、上方に伸びる部分は第１の迅速接続アセンブ
リにより前方へ伸びる部分へ作動可能に結合される。椅子アセンブリは、更に概して前方
に面し、座るユーザの背中を支持するように構成され、及び背部支持の上方へ伸びる部分
へ作動可能に結合される上部及び下部を有する背部支持構造、及び第２の迅速接続アセン
ブリにより背部支持面の下部へ解放可能に結合され、及び座部支持構造へ作動可能に結合
される背部リンクを備える。
【００１４】
　本発明の又更に別の態様は、底部構造を含む第１の支持構造、及び第１の旋回軸の周り
の回転のための底部構造へ旋回可能に結合される座部支持構造を備え、座部支持構造はそ
の上に座るユーザを支持するように構成される座部支持面、及び概して前方に面し、座る
ユーザの背中を支持するように構成される部分を含む第２の支持構造を含み、第２の支持
構造は第２の旋回軸の周りの回転のための底部構造に旋回可能に結合され、垂直位置とリ
クライニング位置の間で移動するように構成される上方に伸びる部分及び下部を含み、第
２の支持構造は第１の迅速接続アセンブリ、及び第１の迅速アセンブリから垂直に離隔し
た第２の迅速接続アセンブリにより第１の支持構造へ結合される。
【００１５】
　本発明の別の態様は、上部を画定する底部構造、下部、及び椅子が使用中の場合、床面
上で概ね垂直位置に椅子を支持するように構成される支持構造、及び前部と後部を有する
座部支持構造を備え、前部は第１の旋回軸の周りの回転のための底部構造の上部に旋回可
能に結合され、座部支持構造はその上に座るユーザを支持するように構成される座部支持
面を含む。椅子アセンブリは、更に椅子が床面上で垂直位置にある場合、第１の旋回軸の
下で後方に位置する第２の旋回軸の周りの回転のための底部構造の下部に旋回可能に結合
される前部を有する背部支持構造を備え、背部支持構造が第２の旋回軸の周りに旋回し、
及び背部が垂直位置からリクライニング位置へ動くにつれて、後方へ及び下方へ動く上方
に伸びる背部、及び背部が垂直位置の場合、第１及び第２の旋回軸の後方に位置する第３
の旋回軸の周りの回転のための座部支持構造に旋回可能に結合される制御リンクを含み、
制御リンクは、また椅子が垂直使用位置にある場合、第１及び第２の旋回軸の後方にも位
置する第４の旋回軸の周りの回転のための背部支持構造に旋回可能に結合される。　
【００１６】
　本発明の別の態様は、底部構造、及び第１の旋回軸の周りの回転のための底部構造に旋
回可能に結合される座部支持構造を備える椅子アセンブリを提供することであり、座部支
持構造はその上に座るユーザを支持するように構成される座部支持面を含む。椅子アセン
ブリは、更に垂直位置とリクライニング位置の間で第２の旋回軸の周りの回転のための底
部構造に旋回可能に結合される背部支持構造を備え、背部支持構造は背部構造が垂直位置
とリクライニング位置の間で第２の旋回軸の周りで回転するにつれて、互いに対して水平
に動く第１及び第２の部分を有する上方に伸びる背部を含み、上方に伸びる背部の第１の
部分は座部構造に対して第１の部分の動きを制御する接続部材により座部支持構造へ結合
される。
【００１７】
　本発明の別の態様は、上部を画定する底部構造、下部、及び椅子が使用中の場合、床面
上に概ね垂直位置に椅子を支持するように構成される支持構造を含む椅子アセンブリであ
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る。椅子アセンブリは、また前部と後部を有する座部支持構造を含み、前部は第１の旋回
軸による回転のための底部構造に旋回可能に結合される。座部支持構造はその上のユーザ
を支持するように構成される座部支持面を含む。椅子アセンブリは、また第１の旋回軸か
ら垂直方向に離隔して位置する第２の旋回軸の周りの回転のための底部構造に旋回可能に
結合される前部を有する背部支持構造を含む。背部支持構造が第２の旋回軸の周りで旋回
するにつれて、及び背部が垂直位置からリクライニング位置へ動くにつれて、背部支持構
造は、後方及び下方へ動く上方に伸びる背部を含む。椅子アセンブリは、更に椅子が垂直
使用位置にある場合、第１及び第２の旋回軸の後方に位置する第３の旋回軸の周りの回転
のための座部支持構造に旋回可能に結合される制御リンクを含む。制御リンクは、また椅
子が垂直使用位置にある場合、前記第１及び第２の旋回軸の後方にも設置される第４の旋
回軸の周りの回転のための背部支持構造に旋回可能にも結合される。
【００１８】
　本発明のまた別の態様は、上部を画定する底部構造、下部、及び椅子が使用中の場合、
床面上に概ね垂直位置に椅子を支持するように構成される支持構造を含む椅子アセンブリ
である。椅子アセンブリは、また第１の旋回軸の周りの回転のための底部構造の上部に旋
回可能に結合される支持構造を含む。座部支持構造はその上のユーザを支持するように構
成される座部支持面を含む。椅子アセンブリは、また更に椅子が床上で垂直位置にある場
合、第１の旋回軸の下に位置する第２の旋回軸による回転のための底部構造の下部に旋回
可能に結合される背部支持構造を含む。背部支持構造が第２の旋回軸の周りで旋回し、及
び背部が垂直位置からリクライニング位置へ動くにつれて、背部支持構造は後方に動く上
方に伸びる背部を含む。椅子アセンブリは、更に第３の旋回軸の周りの回転のための座部
支持構造に旋回可能に結合される制御リンクを含む。制御リンクは、また第４の旋回軸の
周りの回転のための背部支持構造に旋回可能に結合される。
【００１９】
　本発明の別の態様は、底部構造を備える椅子アセンブリであり、座部支持構造は第１の
旋回軸の周りの回転のための底部構造に直接旋回可能に結合され、座部支持構造はその上
に座るユーザを支持するように構成される座部支持面を含み、座部支持構造は第２の旋回
軸の周りの回転のための底部構造に直接旋回可能に結合され、背部支持構造は垂直位置と
リクライニング位置の間で動くように構成される上方に伸びる部分を含み、制御リンクは
座部支持構造へ作動可能に結合される第１の端部と背部支持構造に作動可能に結合される
第２の端部を有する。椅子アセンブリは、更にリクライニング位置から垂直位置に向かっ
て背部支持構造をバイアスする第２の旋回軸の周りにバイアストルクを及ぼす少なくとも
１つのバイアスアセンブリを備え、バイアストルクは第１の大きさと第２の大きさの間で
調節可能であり、背部支持構造が垂直位置にある場合とリクライニング位置にある場合の
間のバイアストルクの変化量はバイアストルクが第１の大きさにある場合の約４５％より
小さいかまたはこれに等しく、背部支持構造が垂直位置にある場合とリクライニング位置
にある場合の間バイアストルクの変化量は、バイアストルクが第２の大きさの場合の約７
０％より大きいかまたはこれに等しい。
【００２０】
　本発明のこれら及び他の特徴や利点は、続く明細書、特許請求の範囲、および付属の図
面を参照することにより当業者により、更に理解され、評価されるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明を具体化する椅子アセンブリの前面斜視図である。
【図２】椅子アセンブリの後面斜視図である。
【図３】下降位置と上昇位置（斜線）にある椅子アセンブリ、及び後退位置と伸長位置（
斜線）にある座部アセンブリを示す椅子アセンブリの側面図である。
【図４】垂直位置とリクライニング位置（斜線）にある椅子アセンブリを示す椅子アセン
ブリの側面図である。
【図５Ａ】座部アセンブリの展開図である。
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【図５Ｂ】バネ支持アセンブリを図示するために座部アセンブリの一部を除去した椅子ア
センブリの拡大斜視図である。
【図６】座部アセンブリの展開斜視図である。
【図７】座部アセンブリの上面斜視図である。
【図８】座部アセンブリの底面斜視図である。
【図９】カバーアセンブリと座部アセンブリの展開底面斜視図である。
【図１０】カバーアセンブリの断面図である。
【図１１】座部アセンブリの他の実施例の展開斜視図である。
【図１１Ａ】座部アセンブリの別の実施例の展開斜視図である。
【図１２】座部アセンブリの他の実施例の上面斜視図である。
【図１３】座部アセンブリの他の実施例の底面斜視図である。
【図１４】座部アセンブリの他の実施例の展開底面斜視図である。
【図１５】座部アセンブリの第２の他の実施例の上面斜視図である。
【図１６】図１５でＸＶＩ―ＸＶＩ線に沿った座部アセンブリの第２の他の実施例の断面
図である。
【図１７】図１５でＸＶＩＩ―ＸＶＩＩ線に沿った座部アセンブリの第２の他の実施例の
断面図である。
【図１８】背部アセンブリの前面斜視図である。
【図１９】背部アセンブリの側面図である。
【図２０Ａ】背部アセンブリの展開前面斜視図である。
【図２０Ｂ】背部アセンブリの展開後面斜視図である。
【図２１】図２０ＡのＸＸＩ領域の拡大斜視図である。
【図２２】図２のＸＸＩＩ領域の拡大斜視図である。
【図２３】図１８でＸＸＩＩＩ―ＸＸＩＩＩ線に沿った背部上部旋回アセンブリの断面図
である。
【図２４Ａ】背部上部旋回アセンブリの展開後面斜視図である。
【図２４Ｂ】背部上部旋回アセンブリの展開前面斜視図である。
【図２５】図２０ＢのＸＸＶ領域の拡大斜視図である。
【図２６Ａ】安らぎ部材と腰部アセンブリの拡大斜視図である。
【図２６Ｂ】安らぎ部材と腰部アセンブリの後面斜視図である。
【図２７Ａ】歯止め部材の正面斜視図である。
【図２７Ｂ】歯止め部材の後面斜視図である。
【図２８】図２６ＢでＸＸＶＩＩＩ―ＸＸＶＩＩＩ線に沿った部分断面斜視図である。
【図２９Ａ】安らぎ部材の一部が切り取られた、背部アセンブリの斜視図である。
【図２９Ｂ】背部アセンブリの一部の拡大斜視図である。
【図３０】腰部アセンブリの他の実施例の斜視図である。
【図３１】背部アセンブリと椅子張りアセンブリの断面図である。
【図３２Ａ】背部アセンブリと椅子張りアセンブリの階段状アセンブリの図である。
【図３２Ｂ】背部アセンブリと椅子張りアセンブリの階段状アセンブリの図である。
【図３２Ｃ】背部アセンブリと椅子張りアセンブリの階段状アセンブリの図である。
【図３２Ｄ】背部アセンブリと椅子張りアセンブリの階段状アセンブリの図である。
【図３３】図３２ＡのＸＸＸＩＩＩ領域の拡大斜視図である。
【図３４Ａ】綱止めとそれに固定される引き紐の一連の逐次段階の背面図の1つである。
【図３４Ｂ】綱止めとそれに固定される引き紐の一連の逐次段階の背面図の1つである。
【図３４Ｃ】綱止めとそれに固定される引き紐の一連の逐次段階の背面図の1つである。
【図３４Ｄ】綱止めとそれに固定される引き紐の一連の逐次段階の背面図の1つである。
【図３４Ｅ】綱止めとそれに固定される引き紐の一連の逐次段階の背面図の1つである。
【図３４Ｆ】綱止めとそれに固定される引き紐の一連の逐次段階の背面図の1つである。
【図３４Ｇ】綱止めとそれに固定される引き紐の一連の逐次段階の背面図の1つである。
【図３４Ｈ】綱止めとそれに固定される引き紐の一連の逐次段階の背面図の1つである。
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【図３５Ｇ】引き紐を綱止めに固定するための他の一連の逐次段階の1つである。
【図３５Ｈ】引き紐を綱止めに固定するための別の一連の逐次段階の1つである。
【図３６】背部アセンブリの別の実施例の展開図である。
【図３７】背部アセンブリの他の実施例の上部の垂直断面図である。
【図３８】背部アセンブリの他の実施例の側部の垂直断面図である。
【図３９】支え部材の正面図である。
【図４０】支え部材が裏返し方向になった正面図である。
【図４１】支え部材がカバー部材に縫合された部分正面図である。
【図４２】その上で座部支持板を支持する制御入力アセンブリの斜視図である。
【図４３】その内部を表示するためにカーテン要素を除去した制御入力アセンブリの斜視
図である。
【図４４】制御入力アセンブリの展開図である。
【図４５】制御入力アセンブリの側面図である。
【図４６Ａ】背部支持構造の正面斜視図ある。
【図４６Ｂ】背部支持構造の展開斜視図ある。
【図４７】その多くの旋回軸を図示する椅子アセンブリの側面図である。
【図４８】関連する多くの旋回軸を示す制御アセンブリの側面斜視図である。
【図４９】背部が垂直位置であり、腰部調節が中立位置に設定される状態の背部を示す椅
子の断面図である。
【図５０】背部が垂直位置であり、腰部が水平位置に調節される状態を示す椅子の断面図
である。
【図５１】背部がリクライニングし、腰部が中立位置に調節される状態を示す椅子の断面
図である。
【図５２】椅子がリクライニング位置で腰部が水平位置に調節された状態を示す椅子の断
面図である。
【図５２Ａ】背部がリクライニングし、シェルの腰部が最大湾曲に設定された状態を示す
椅子の断面図である。
【図５３】モーメントアーム・シフトアセンブリの展開図である。
【図５４】図４３でＬＩＶ－　ＬＩＶ線に沿ったモーメントアーム・シフトアセンブリ断
面斜視図である。
【図５５】複数の制御リンク機構の上面図である。
【図５６】制御リンクアセンブリの展開図である。
【図５７Ａ】モーメントアーム・シフトが低張力位置で、椅子アセンブリが垂直位置であ
る状態の制御アセンブリの側面斜視図である。
【図５７Ｂ】モーメントアーム・シフトが高張力位置で、椅子アセンブリがリクライニン
グ位置である状態の制御アセンブリの側面斜視図である。
【図５８Ａ】モーメントアーム・シフトが高張力位置で、椅子アセンブリが垂直位置であ
る状態の制御アセンブリの側面斜視図である。
【図５８Ｂ】モーメントアーム・シフトが高張力位置で、椅子アセンブリがリクライニン
グ位置である状態の制御アセンブリの側面斜視図である。
【図５９】低及び高張力設定のためのトルク対リクライニング量の関係を示すチャートで
ある。
【図６０】座部支持板が展開された直接駆動アセンブリの斜視図である。
【図６１】直接駆動アセンブリの展開斜視図である。
【図６２】垂直高さ制御アセンブリの斜視図である。
【図６３】垂直高さ制御アセンブリの斜視図である。
【図６４】垂直高さ制御アセンブリの側面図である。
【図６５】図４２でＬＸＶ－ＬＸＶ線に沿った第１の制御入力アセンブリの断面斜視図で
ある。
【図６６Ａ】制御入力アセンブリの展開斜視図である。
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【図６６Ｂ】第１の制御入力アセンブリのクラッチ部材の拡大斜視図である。
【図６６Ｃ】制御入力アセンブリの展開斜視図である。
【図６７】図４２でＬＸＶＩＩ－ＬＸＶＩＩ線に沿った可変背部制御アセンブリの垂直断
面図である。
【図６８】アームアセンブリの斜視図である。
【図６９】アームアセンブリの展開斜視図である。
【図７０】上昇位置及び下降位置（斜線）にあるアームアセンブリの側面図である。
【図７１】アームアセンブリの部分断面図である。
【図７２】アームアセンブリが直線位置及び斜め位置（斜線）の状態を示す椅子アセンブ
リの上面図である。
【図７３】垂直高さ調節ロックを含むアームアセンブリの斜視図である。
【図７４】垂直高さ調節ロックを含むアームアセンブリの側面図である。
【図７５】垂直高さ調節ロックを含むアームアセンブリの斜視図である。
【図７６】アームレストアセンブリが直線位置と回転位置（斜線）、及び後退位置と伸長
位置（斜線）の状態を示す椅子アセンブリの上面図である。
【図７７】アームレストアセンブリの展開斜視図である。
【図７８】図７０でＬＸＸＶＩＩＩ－ＬＸＸＶＩＩＩ線に沿ったアームレストアセンブリ
の断面図である。
【図７９】椅子アセンブリの斜視図である。
【図８０】図７９に示すような椅子アセンブリの正面図である。
【図８１】図７９に示すような椅子アセンブリの第１の側面図である。
【図８２】図７９に示すような椅子アセンブリの第２の側面図である。
【図８３】図７９に示すような椅子アセンブリの後面図である。
【図８４】図７９に示すような椅子アセンブリの上面図である。
【図８５】図７９に示すような椅子アセンブリの底面図である。
【図８６】アームレストのない椅子アセンブリの斜視図である。
【図８７】図８６に示すような椅子アセンブリの正面図である。
【図８８】図８６に示すような椅子アセンブリの第１の側面図である。
【図８９】図８６に示すような椅子アセンブリの第２の側面図である。
【図９０】図８６に示すような椅子アセンブリの後面図である。
【図９１】図８６に示すような椅子アセンブリの上面図である。
【図９２】図８６に示すような椅子アセンブリの底面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
本明細書での記述のために、語句"上"、"下"、"右"、"左"、"後"、"前"、"垂直"、"水平"
、及びそれらの派生語は、図１で方向付けるような発明に関する。しかし、本発明は、明
確な反対の指定の場合以外は、様々な他の方向付け及び一連のステップを想定すると理解
されるべきである。付属図面に示され、及び以下の明細書に記載される特定の装置及び工
程は、付属の特許請求の範囲に規定される発明概念の典型的な実施例である、と理解され
るべきである。従って、特許請求の範囲が明確に述べていない限り、明細書に開示される
実施例に関する特定の寸法及び他の物理的特徴は、限定と見なすべきでない。明細書に開
示される実施例の様々な要素は、互いに直接または間接的に結合される要素を含む互いに
作動可能に結合されると記載される。更に、明細書に利用されるような語句"椅子"は、事
務用椅子、車両用シート、家庭用シート、スタジアムシート、劇場シートなどの様々なシ
ート装置を包含する。
【００２３】
参照番号１０（図１及び図２）は、概して本発明を具体化する椅子アセンブリを指定する
。図示される例で、椅子アセンブリ１０は、支持する床面１３に隣接するキャスター付き
底部アセンブリ１２、キャスター付き底部アセンブリ１２により支持される制御又は支持
アセンブリ１４、それぞれ制御アセンブリ１４と作動可能に結合される座部アセンブリ１
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６と背部アセンブリ１８、及び一対のアームアセンブリ２０を含む。制御アセンブリ１４
（図３）は、底部アセンブリ１２へ作動可能に結合され、これにより座部アセンブリ１６
、背部アセンブリ１８、及びアームアセンブリ２０は、完全に下降した位置Ａから完全に
上昇した位置Ｂの間で垂直方向に調整され、方向２２で垂直位置２１の周りで旋回する。
座部アセンブリ１６は制御アセンブリ１４に作動可能に結合されることで、座部アセンブ
リ１６は完全に後退した位置Ｃと完全に伸長した位置Ｄの間で制御アセンブリ１４に対し
て長手方向に調節可能である。座部アセンブリ１６（図４）及び背部アセンブリ１８は制
御アセンブリ１４と及び互いに作動可能に結合されることで、背部アセンブリ１８は完全
な垂直位置Ｅと完全なリクライニング位置Ｆの間で移動可能であり、及び更に座部アセン
ブリ１６は、背部アセンブリ１８の完全な垂直位置Ｇと完全な垂直位置Ｅに対応する完全
なリクライニング位置Ｈと完全なリクライニング位置Ｆの間でそれぞれ移動可能である。
【００２４】
底部アセンブリ１２は、その中に空気圧シリンダ２８を受容する中空の中心柱２６の周囲
に放射状に伸び、及び離間して設置される複数の台座アーム２４を含む。各台座アーム２
４は関係するキャスタアセンブリ３０により床面１３上方に支持される。底部アセンブリ
１２はマルチプルアーム台座アセンブリを含むように図示されるが、固定柱、多脚装置、
車両シート支持アセンブリ、スタジアムシート装置、家庭用シート装置、劇場シート装置
などを含むがこれらに限定するものではなく、他の適切な支持構造も利用されることを意
味する。
【００２５】
座部アセンブリ１６（図５Ａ）は、前方端３４、後方端３６、及び座部支持板３２（図５
Ｂ）の側端を画定し、前方端３４と後方端３６の間で伸びる一対のＣ型ガイドレール３８
を有する比較的剛性の座部支持板３２を含む。座部アセンブリ１６は、更に一対の上向き
の側部４２及び協働して上向きに配置される概ね凸形状を形成する上向きの後部４４を有
する柔軟な弾力性のある外側座部シェル４０、及び前方端４５を含む。図示される例で、
座部シェル４０は熱可塑性エラストマー（ＴＰＥ）のような比較的柔軟な材料から構成さ
れる。組み合わせにおいて、外側座部シェル４０は固定され、座部支持板３２と複数の機
械式留め具により座部支持板３２に固定される可塑性の柔軟な弾力性のある座部皿４６の
間で挟まれる。座部皿４６は前方端４８、後方端５０、前方端４６８と後方端５０の間に
伸びる側端５２、及び協働して上向きに配置される概ね凸形状を形成する上面５４と底面
５６を含む。図示される例で、座部皿４６は後方端５０から前方に伸びる複数の長さ方向
に伸びる溝５８を含む。溝５８は協働してその間に複数の指６０を画定し、各指６０は個
々に柔軟で弾性がある。座部皿４６は、更に前方端４８の近くに位置する複数の横向きで
細長の開口部６２を含む。開口部６２は協働してその領域で座部皿４６の全体的な柔軟性
を増加させ、以下で更に論ずるように、座部皿４６の前部６４が座部皿４６の後部６８に
対して垂直方向６６に屈曲できるようにする。座部アセンブリ１６は、更に座部皿４６の
上面５４上に位置し、および外側座部シェル４０内に乗せられる、上面７６を有する発泡
クッション部材７０を含む。座部アセンブリ１６は、更に前方端７３、後方端７５、及び
前方端７３と後方端７５の間に伸びる一対の側端７７を有する布製シートカバー７２を含
む。バネ支持アセンブリ７８（図５Ａ及び５Ｂ）は座部アセンブリ１６に固定され、及び
垂直方向６６への湾曲のために座部皿４６の前部６４を柔軟に支持するように構成される
。図示される例において、バネ支持アセンブリ７８は発泡剤を備え、上方に凸状の鋭角形
状を画定する側部８２を有する支持ハウジング８０を含む。バネ支持アセンブリ７８は、
更に支持ハウジング８０の側部８２間に横に伸び、支持ハウジング８０と座部皿４６の前
部６４の間に位置する比較的剛性の取付け部材８４を含む。複数の機械式留め具８６は支
持ハウジング８０と取付け部材８４を座部皿４６の前部６４に固定する。更に各カンチレ
バーバネ８８の遠位端９０が垂直方向６６に湾曲するように、バネ支持アセンブリ７８は
、各々が取付け部材８４の対応する開口部９２を通して受容される遠位端９０と、座部支
持板３２に固定される近位端９４を有する、一対のカンチレバーバネ８８を含む。一対の
リニア軸受９６は取り付け部材８４に固定して取り付けられ、その開口部９２と合致し、
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これにより各リニア軸受９６が対応するカンチレバーバネ８８の遠位端９０をスライド可
能に受容する。作動において、座るユーザが座部アセンブリ１６上で前方に回転し、その
前方端上に下向きの力を及ぼす場合、カンチレバーバネ８８は協働して座部皿４６の前部
６４、より概して座部アセンブリ１６の前部全体を垂直方向６６に湾曲させる。
【００２６】
参照番号１６ａ（図１６）は本発明の座部アセンブリの別の実施例を概して指定する。座
部アセンブリ１６ａは先に記載した座部アセンブリ１６に類似するので、図５Ａ及び図６
～１０に表れる類似部品は、図示される例の後者の参照番号の添え字"ａ"を除いて、同一
の対応する参照番号により夫々表示される。座部アセンブリ１６ａは、前方端３４ａ、後
方端３６ａ、及び座部支持板３２ａの側端を画定し、前方端３４ａと後方端３６ａの間に
伸びる、一対のＣ型ガイドレール３８ａを有する比較的剛性の座部支持板３２ａを含む。
座部アセンブリ１６ａは、更に各々が側端４３ａで終わる一対の上向き側部４２ａ、前方
端４５ａ、及び後端４７ａで終わり、フラップ部４９ａを含む上向きの後部４４ａを有す
る柔軟な弾性外側座部シェル４０ａ（図６及び７）を含み、側部４２ａと後部４４ａは協
働して三次元の上向きに配置される概ね凸形状を形成する。座部シェル４０ａは可塑性エ
ラストマー（ＴＰＥ）などの比較的柔軟な材料から構成され、単一の一体品として成形さ
れる。　以下に更に詳細に記載される組み合わせにおいて、外側座部シェル４０ａは固定
され、座部支持板３２ａと複数の機械式留め具により座部支持板３２ａに固定される可塑
性の柔軟な弾力性のある座部皿４６ａの間に挟まれる。座部皿４６ａは前方端４８ａ、後
方端５０ａ、前方端４８ａと後方端５０ａの間に伸びる側端５２ａ、協働して上向きに配
置される概ね凸形状を形成する上面５４ａと底面５６ａを含む。図示される例において、
座部皿４６ａは後方端５０ａから前方に伸びる複数の長手方向に伸びる溝５８ａを含む。
溝５８ａは協働してその間に複数の指部６０ａを画定し、各指６０ａは個々に柔軟性があ
り弾力性がある。座部皿４６ａは、更に前方端４８ａの近くに位置する複数の横方向に長
い開口部６２ａを含む。開口部６２ａは協働してそのエリアの座部皿４６ａの全体の柔軟
性を増加させ、以下に更に論ずるように、特に座部皿４６ａの前部６４ａを座部皿４６ａ
の後部６８ａに対して垂直方向６６ａに湾曲させる。座部アセンブリ１６ａは、座部皿４
６ａの上面５４ａの上にあり、外側座部シェル４０ａ内に載せられる、上面７６ａを有す
る発泡性クッション部７０ａを含む。座部アセンブリ１６ａは、更に前方端７３ａ、後方
端７５ａ及びそれらの間に伸びる一対の側端７７ａを有する布製シートカバー７２ａを含
む。座部アセンブリ１６ａは、先に記載した座部アセンブリ７８のように構造及び動作に
おいて類似するバネ支持アセンブリ７８ａ（図６）により支持される。
【００２７】
図７と８に最もよく図示されるように、柔軟性と弾力性のある座部シェル４０ａと布製シ
ートカバー７２ａは協働して椅子張りカバーアセンブリ又はカバー１００ａを形成する。
特に、座部シェル４０ａの側端４３ａとシートカバー７２ａの側端７７ａ、座部シェル４
０ａの後方端４５ａとシートカバー７２ａの前方端７３ａ、及び座部シェル４０ａの後方
端４７ａとシートカバー７２ａの後方端７５ａは、夫々互いに取り付けられ、カバー１０
０ａを形成し、その中に内部空間１０２ａを画定する。
【００２８】
座部シェル４０ａのフラップ部４９ａは、後部４４ａとそれぞれの側部４２ａの間に位置
する座部シェル４０ａの角１０６ａに沿って伸びる、一対の角縁１０４ａを含み、これに
よりフラップ部４９ａが開位置Ｉと閉位置Ｊの間で移動可能になる。図示される例におい
て、フラップ部４９ａの角縁１０４ａは、角縁１０４ａに沿って離隔して設置され、各々
がその中に伸びる開口部１１０ａを含む複数のタブ１０８ａを含む。角縁１０４ａのタブ
１０８ａは各側部４２ａの角縁１１４ａに沿って離隔して設置される複数のタブ１１２ａ
で空間が設けられる。各タブ１１２ａはその中に伸びる開口部１１６ａを含む。座部シェ
ル４０ａは、また座部シェル４０ａの内側端１２１ａの周りに離隔して配置され、各々が
Ｚ型断面形状を有する複数の一体成形された結合タブ１１８ａを含む。
【００２９】
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組み合わせにおいて、椅子張りカバーアセンブリ１００ａ（図９）は、上で記載されたよ
うに、座部シェル４０ａとシートカバー７２ａから構成される。座部皿４６ａ、クッショ
ン部材７０ａ及びバネ支持アセンブリ７８ａは、次に、フラップ４９ａを開位置Ｉに、座
部皿４６ａ、クッション部材７０ａ及びバネ支持アセンブリ７８ａを内部空間１０２ａ内
に設置され、次にフラップ４９ａを閉位置Ｊに移動させることにより、椅子張りカバーア
センブリ１０９ａで集めて、互いに対して配置される。一対の迅速接続留め金１２０ａは
、各々Ｌ型本体部１２４ａの長さに沿って離隔する複数のスナップ結合器１２２ａを含む
。組み合わせにおいて、スナップ結合器１２２ａは、タブ１０８ａの開口部１１０ａ、１
１６ａを通して伸び、座部皿４６ａの対応する開口部１２６ａ内にスナップ式に受容され
、これにより角縁１０４ａを座部皿４６ａに及びフラップ４９ａを閉位置Ｊ内へ固定する
。
【００３０】
更に組み合わせにおいて、結合タブ１１８ａ（図１０）は座部皿４６ａの対応する開口部
１３０ａ内に配置し、これによりカバーアセンブリ１００ａが座部皿４６ａに一時的に固
定され、これによりカバーアセンブリ１００ａと座部皿４６ａの接続と調整を維持する間
に、組み合わせ中の座部アセンブリ１６ａの更なる操作を可能にする。明細書で使用され
るように、"一時的な固定"とは椅子アセンブリの正常な使用寿命期間を通して、椅子アセ
ンブリの正常な使用中にそれ自身によるカバーアセンブリ１００ａの座部皿４６ａへの固
定を維持することを期待されない固定と定義される。支持板３２ａは、次に複数のネジ１
３２ａにより座部皿４６ａの下側に固定され、これにより結合タブ１１８ａを支持板３２
ａと座部皿４６ａの間に挟み、カバーアセンブリ１００ａを座部皿４６ａに恒久的に固定
する。明細書で使用されるように、"恒久的固定"は椅子アセンブリの正常な有効寿命を通
して椅子アセンブリの正常使用中に、カバーアセンブリの座部皿４６ａへの固定を維持す
ることを期待される固定と定義される。
【００３１】
参照番号１６ｂ（図１１）は概して座部アセンブリの別の実施例を指定する。座部アセン
ブリ１６ｂは先に記載した座部アセンブリ１６及び／又は座部アセンブリ１６ａに類似す
るので、後者の番号における添え字"ｂ"を除いて、図５Ａ～１０及び図１１～１７に表れ
る類似部品はそれぞれ同一の対応する参照番号により表示される。図示される例において
、座部アセンブリ１６ｂは、最も明らかな例外である選択的に設定されおよび構成される
外側座部シェル４０ｂ及び椅子張りカバー１００ｂを除いて、構成及び構造において座部
アセンブリ１６及び座部アセンブリ１６ａに類似する。座部アセンブリ１６及び座部アセ
ンブリ１６ａに類似する。
【００３２】
座部アセンブリ１６ｂ（図１１）は、各々が側端４３ｂで終わる、一対の上向き側部４２
ｂを有する柔軟で弾力のある外側座部シェル４０ｂ、前方端４５ｂ、及び後方端４７ｂで
終わる上向きの後部４４ｂを含み、側部４２ｂと後部４４ｂは協働して三次元の上向きに
配置される概ね凸形状を形成する。座部シェル４０ｂは可塑性エラストマー（ＴＰＥ）な
どの比較的柔軟な材料から構成され、単一の一体品として成形される。以下に更に詳細に
記載される組み合わせにおいて、外側座部シェル４０ｂは固定され、座部支持板３２ｂと
、可塑性の柔軟で弾力性のある座部皿４６ｂと、可塑性のほぼ剛性の覆い５１ｂの間に挟
まれ、その各々は複数の機械式留め具により座部支持板３２ｂに固定される。覆い５１ｂ
は上向きの鋭角形状を有し、後壁５３ｂと各々が最も前方の端部５７ｂを含む、一対の前
方に伸びる側壁５５ｂを含み、後壁５３ｂと側壁５５ｂは協働して最も上の端部５９ｂを
形成する。座部皿４６ｂは前方端４８ｂ、後方端５０ｂ、前方端４８ｂと後方端５０ｂの
間に伸びる側端５２ｂ、上面５４ｂ、及び協働して上向きに配置される概ね凸形状を形成
する底面５６ｂを含む。
【００３３】
図１２と１３に最もよく図示されるように、柔軟な弾性座部シェル４０ｂ、布製シートカ
バー７２ｂ、および覆い５１ｂは、協働して椅子張りカバーアセンブリ又はカバー１００
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ｂを形成する。図示される例において、座部シェル４０ｂの側端４３ｂとシートカバー７
２ｂの側端７７ｂ、座部シェル４０ｂの後方端４５ｂとシートカバー７２ｂの前方端７３
ｂ、及び座部シェル４０ｂの後方端４７ｂとシートカバー７２ｂの後端７５ｂは、夫々互
いに取り付けられ、それにより、座部シェル４０ｂと布製シートカバー７２ｂは覆い５１
ｂと協働して、カバー１００ｂを形成し、その中に内部空間１０２ｂを画定する。座部シ
ェル４０ｂは、また座部シェル４０ｂの内端１２１ｂの周りに離隔して、夫々がＺ型の断
面形状を有する複数の一体成形された結合タブ１１８ｂを含む。
【００３４】
組み合わせにおいて、座部シェル４０ｂ（図１４）と椅子張りカバー１００ｂのシートカ
バー７２ｂは上記のように互いに結合される。図１５と１６に最もよく図示されるように
、座部シェル４０ｂの側部４２ｂはその間に角７９ｂを画定するように、布製シートカバ
ー７２ｂに結合される。布製シートカバー７２ｂの布製材料と座部シェル４０ｂのＴＰＥ
の両方の使用は、９０°またはそれより小さい鋭いきちっとした美的角度βを提供する一
方、同時にユーザに対して柔らかい弾力性のある変形可能な感覚を提供する。座部皿４６
ｂ、クッション部材７０ｂ及びバネ支持アセンブリ７８ｂは、次に互いに配置され、カバ
ー１００ｂの内部空間１０２ｂ内に設置される。シェル４０ｂは、次に、シェル４０ｂの
周縁に離隔して配置され、座部皿４６ｂの側部と後部の周縁の周りに伸びる下向きに伸び
るトリム部１２５ｂと係合する複数の一体フック型結合器１２３ｂにより、横方向の変位
のために座部皿４６ｂに固定される。シェル４０ｂ（図１７）は、更にシェル４０ｂと一
体化され、座部皿４６ｂの対応する開口部１２９ｂ内に受容される複数のＺ型結合器１２
７ｂを含み、これにより垂直変位に関してシェル４０ｂを座部皿４６ｂに一時的に固定す
る。
【００３５】
更に組み合わせにおいて、覆い５１ｂ（図１７）は側壁５５ｂに沿って離れ、座部皿４６
ｂと一体的に形成される対応する複数の角のある結合器１３３ｂにスライド可能に係合す
る複数の一体的に形成されるＬ型フック１３１ｂを含む。特に、覆い５１ｂが座部皿４６
ｂに対して前方にスライドするにつれて、フック１３１ｂは結合器１３３ｂに係合する。
覆い５１ｂは、次に覆い５１ｂの対応する開口部１３７ｂを通して伸びる一対のネジ１３
５ｂにより所定位置に固定され、座部皿４６ｂの対応するボス１３９ｂ内にネジ止めで受
容され、これにより結合器１２７ｂを開口部１２９ｂ内に捕捉する。支持板３２ｂは、次
に複数のネジ１３２ｂにより座部皿４６ｂの下側に固定され、これにより覆い５１ｂと一
体化された複数の離隔した結合タブ１４１ｂを支持板３２ｂと座部皿４６ｂの間で挟み、
カバーアセンブリ１００ｂを座部皿４６ｂに恒久的に固定する。語句"一時的固定"及び"
恒久的固定"は明細書で先に定義している。
【００３６】
参照番号１６ｂ'（図１１Ａ）は概して座部アセンブリの別の実施例を指定する。座部ア
センブリ１６ｂ'は先に記載した座部アセンブリ１６ｂに類似するので、図１１及び図１
１Ａに表れる類似部品は、夫々後者の番号における添え字''''を除いて同一の対応する参
照番号により表示される。図示される例において、最も明らかな例外である選択的に構成
される発泡クッション部材７０ｂ'を除いて、座部アセンブリ１６ｂ'は、設定と構成にお
いて座部アセンブリ１６ｂに類似する。クッション部材７０ｂ'は第１の部分８１ｂ'と第
２の部分８３ｂ'を含む。組み合わせにおいて、クッション部材７０ｂ'の第１の部分８１
ｂ'は座部皿４６ｂ'上に配置される。取付け部材８４ｂ′はネジ（表示なし）のような機
械式留め具により座部皿４６ｂ'の下側に固定される。クッション部材７０ｂ'の第２の部
分８３ｂ'は、次に座部皿４６ｂ' の前端４８ｂ'と取付部材８４ｂ'を包み、接着剤によ
り取付け部材８４ｂ'に固定される。座部皿４６ｂ'，クッション部材７０ｂ'、及び取付
け部材８４ｂ'の組み合わせは、座部支持板３２ｂ'と組み合され、これにはバネ部材８８
ｂ'が既に取り付けられており、リニア軸受９６ｂ'がこれに取り付けられている。
【００３７】
背部アセンブリ１８（図１８～２０Ｂ）は背部フレームアセンブリ２００とそれにより支
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持される背部支持アセンブリ２０２を含む。背部フレームアセンブリ２００は概して金属
のような本質的に剛性の材料から構成され、横方向に伸びるフレーム上部２０４、横方向
に伸びるフレーム底部２０６、およびフレーム上部２０４とフレーム底部２０６の間に伸
び、それらが協働して比較的大きい上部寸法と比較的狭い下部寸法を有する開口部２１０
を画定する一対の湾曲フレーム側部２０８を含む。
【００３８】
背部アセンブリ１８は、更に上部２１８、下部２２０、上部２１８と下部２２０の間に伸
びる一対の側端２２２、前方に面する面２２４及び後方に面する面２２６を有する柔軟な
弾力性のある可塑性背部シェル２１６を含み、上部２１８の幅は下部２２０の幅より概し
て大きく、及び下部２２０は、概してフレームアセンブリ２００の背面構成に従うように
下方に先細である。下強化部材２２８（図２９Ａ）は背部シェル２１６の下部２２０のフ
ック２３０に取り付けられる。強化部材２２８は背部シェル２１６に対する下部強化部材
２２８の左右移動を防止するため、背部シェル２１６の複数の強化リブ２５０と係合する
複数の突起２３２を含む一方、強化部材２２８は、夫々以下に記載するように、旋回軸又
は軸５９０において背部シェル２１６の下部２２０に背部制御リンク２３６を旋回可能に
相互接続する。
【００３９】
背部シェル２１６は、またその上部２１８の周縁に離隔して配置される複数の一体成形さ
れた前方と後方に伸びるフック２４０（図２１）を含む。中間部又は腰部２４２は背部シ
ェル２１６の上部２１８と下部２２０の間に垂直に配置され、協働してそれらの間に配置
される複数の横に伸びるリブ２４６を形成する複数の横に伸びる溝２４４を含む。横リブ
２４６の組み合わせはそれと一体形成される垂直に伸びるリブ２４８により結合され、そ
のほぼ横方向の中間点に配置される。以下に記載するように、垂直リブ２４８は横リブ２
４６を束ねるように機能し、背部アセンブリ１８が垂直位置Ｅからリクライニング位置Ｆ
へ移動する場合、背部シェル２１６がその中間部２４２で湾曲するにつれて、それらの間
の垂直方向の広がりを減少させる。複数の横方向に離隔して配置される強化リブ２５０は
下部２２０と中間部２４２の間で背部シェル２１６の垂直方向の長さに沿って長手方向に
伸びる。背部シェル２１６の全体剛性がリブ２５０の長さ方向に沿って増加するように、
各リブ２５０の深さは中間部２４２から下部２２０に向かって各リブ２５０に沿って増加
する。
【００４０】
背部シェル２１６（図２０Ａ及びＢ）は、更に上背部旋回アセンブリ２５４の一部を形成
する一対の後方に伸びる一体成形された旋回ボス２５２を含む。背部旋回アセンブリ２５
４（図２２～２４Ｂ）は背部シェル２１６の旋回ボス２５２、各旋回ボス２５２を包む一
対の覆い部材２５６、レース部材２５８、及び機械式締結部材２６０を含む。各旋回ボス
２５２は一対の側壁２６２及びその間に伸びる縦長の旋回溝２６６を有する後方に面する
凸状の座面２６４を含む。各覆い部材２５６は対応する旋回ボス２５２をきっちりと収容
するような形状であり、側壁２６２に対応する複数の側壁２６８及びそこを通して伸びる
縦長の旋回溝２７２を含む後方に面する凸状軸受面２７０を含み、これが対応する旋回ボ
ス２５２の溝２６６と合致するように構成される。レース部材２５８は背部フレームアセ
ンブリ２００のフレーム上部２０４に沿って横に伸び、これに隣接する中心部２７４、及
びその端部に配置される一対のアーチ形軸受面２７６を含む。特に、中心部２７４は第１
の部分２７８と第２の部分２８０を含み、第１の部分２７８はフレーム上部２０４の前面
に隣接し、第２の部分２８０はフレーム上部の上面に隣接する。各軸受面２７６はそれを
通して伸び、背部フレームアセンブリ２００と一体の対応するボス部材２８４に合致する
開口部２８２を含む。
【００４１】
組み合わせにおいて、覆い部材２５６は背部シェル２１６の対応する旋回ボス２５２の周
りに配置され、軸受け面２７０が対応する旋回ボス２５２の座面２６４と軸受面２７６の
間に挟まれるように、背部シェル２１６とレース部材２５８の間に作動可能に配置される
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。機械式固定アセンブリ２６０は、各々が対応する旋回ボス２５２の内面２９２とスライ
ド係合する軸受ワッシャ２９０の円い当接面２８８を固定し、及び背部シェル２１６の対
応するボス部材２８４にネジで係合する、ボルト２８６を含む。作動において、背部旋回
アセンブリ上部２５４は背部支持アセンブリ２０２を旋回軸２９６（図１８）の周りで方
向２９４（図１９）に背部フレームアセンブリに対して旋回させる。
【００４２】
背部支持アセンブリ２０２（図２０Ａ及び２０Ｂ）は、更に背部シェル２１６に取り付け
られ、腰部アセンブリ３００をスライド可能に支持する柔軟で弾力性のある安らぎ部材２
９８（図２６Ａ及び２６Ｂ）を含む。安らぎ部材２９８は上部３０２、下部３０４、一対
の側部３０６、前方面３０８、及び後方面３１０を含み、上部３０６、下部３０４、及び
側部３０６は協働してその中に腰部アセンブリ３００を受容する開口部３１２を形成する
。図２０Ｂ及び２５に最もよく図示されるように、安らぎ部材２９８は上部３０２の周縁
の周りに離隔して配置され、後方面３１０から後方に伸びる複数の箱型結合器３１４を含
む。各箱型結合器３１４は協働して内部空間３２０を形成する一対の側壁３１６及び上壁
を含む。棒３２２は側壁３１６の間に伸び、後方面３１０から離隔して配置される。組み
合わせにおいて、安らぎ部材２９８は、フック２４０が対応する棒３２２に係合するまで
箱型結合器３１４の各々の内部空間に、背部シェル２１６のフック２４０（図２３）を揃
えて垂直に挿入することにより背部シェル２１６に固定される。背部シェル２１６の前方
面２２４及び安らぎ部材２９８の後方面３１０はフック及び箱型結合器３１４に近い穴又
は開口部がないので、滑らかな前方面３０８を提供し及び座るユーザに安らぎを増加させ
ることを意味する。
【００４３】
安らぎ部材２９８（図２６Ａ及び２６Ｂ）は後方面３１０から後方に伸び、長方形状の断
面形状を有する一体成形された長手方向に伸びるスリーブ３２４を含む。腰部アセンブリ
３００は前方横方向の凸部と前方縦方向の凹部、柔軟な弾力性の本体部３２６、及び本体
部３２６から上方に伸びる一体支持部３２８を含む。図示される例において、本体部３２
６は、安らぎ部材２９８の開口部３１２の輪郭と形状に概ね従うように、本体部がその高
さ方向に沿って垂直方向に先細るような形状である。腰部アセンブリ３００が完全に下降
した位置Ｉと完全に上昇した位置Ｊの間で背部支持アセンブリ２０２の残りに対して垂直
方向に調節可能なように、支持部３２８は安らぎ部材２９８のスリーブ３２４内にスライ
ド可能に受容される。爪部材３３０は支持部３２８の長さに沿って離隔して配置される複
数の開口部３３２と選択的に係合し、これにより完全に下降した位置Ｉと完全に上昇した
位置Ｊの間の選択された垂直位置で腰部アセンブリ３００を取り外し可能に固定する。爪
部材３３０（図２７Ａ及び２７Ｂ）はその端部に配置され、ハウジング部３３４の外面３
３８から後方にずれたハウジング部３３４を含む。柔軟な弾力性のある指３４０はハウジ
ング部３３４内の中心に配置され、後方に伸びる爪３４２を含む。
【００４４】
組み合わせにおいて、爪部材３３０（図２８）は、安らぎ部材２９８の上部３０２内に配
置される開口部３４４内に配置され、これにより爪部材３３０のハウジング部３３４の外
面３３８は安らぎ部材２９８の前方面３０８と同一平面になり、ハウジング部３３４の係
合タブ３３６は安らぎ部材２９８の後方面３１０に隣接させる。腰部アセンブリ３００の
支持部３２８は、次に安らぎ部材３２８のスリーブ３２４内に配置され、これによりスリ
ーブ３２４はその中でスライド可能であり、爪３４２は開口部３３２内に選択的に係合可
能であり、ユーザに背部支持アセンブリ２０２全体に対して腰部アセンブリ３００の位置
を最適化させるようにする。特に、腰部アセンブリ３００の本体部３２６は、各々が背部
シェル２１６の各側端２２２の周りを包含し、これに沿って誘導する、溝３４８を画定す
るＣ型断面形状を有する、一対の外側に伸びる一体型ハンドル部３４６（図２９Ａ及び２
９Ｂ）を含む。代案として、本体部３２６ｃと支持部３２８ｃが一体的に形成され、ハン
ドル３４６ｃが本体部３２６ｃから分離して形成され、それに取り付けられる、腰部アセ
ンブリ３００ｃ（図３０）が提供される。別の実施例で、各ハンドル３４６ｃは本体部３
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２６ｃの対応するポケット３５２ｃ内に受容される一対のブレード３５０ｃを含む。各ブ
レード３５０は、その長さに沿って離間して配置され、本体部３２６ｃ内で複数の開口部
３５６ｃの１つの端部とスナップ可能に係合する一対のスナップタブ３５４ｃを含む。
【００４５】
作動において、ユーザは、ハンドル部３４６，３４６ｃの１つまたは両方を掴み、及び安
らぎ部材２９８及び背部シェル２１６に沿って垂直方向にハンドルアセンブリ３４６，３
４６ｃをスライドさせることにより、背部シェル２１６に対して腰部アセンブリ３００，
３００ｃの相対垂直位置を調節する。停止タブ３５８は遠位端３６０内に一体成形され、
安らぎ部材２９８のスリーブ３２４の端部壁と係合するように、それからオフセットされ
、これにより安らぎ部材２９８のスリーブ３２４に対して腰部アセンブリ３００の支持部
３２８の垂直下方移動を制限する。
【００４６】
背部支持アセンブリ２０２（図２０Ａ及び図２０Ｂ）は、更に上部３６４と下部３６６を
有するクッション部材３６２を含み、下部３６６は背部シェル２１６と安らぎ部材２９８
の全体形状とテーパに対応するために、その垂直長さに沿って先細になる。
【００４７】
背部支持アセンブリ２０２は、更にその中に安らぎ部材２９８、腰部支持アセンブリ３０
０及びクッション部材３６２を収容する椅子張りカバーアセンブリ４００（図３１）を含
む。図示される例において、カバーアセンブリ４００は布製材料を備え、及びその中に安
らぎ部材２９８及びクッション部材３６２を受容する第１の内側又は内側空間４０８を有
する第１のポケット４０６を形成するために、その各側端に沿って共に縫い合わされる前
側４０２（図３２Ａ）と後側４０４、及び後端４０４へ縫われ、協働してその中に腰部支
持アセンブリ３００を受容する第２の内部又は内側空間４１３（図３２Ｄ）を有する第２
のポケット４１２を形成するフラップ部４１０、を含む。
【００４８】
組み合わせにおいて、第１のポケット４０６（図３２Ａ）は、裁縫又はカバーアセンブリ
４００が構成される材料に適した他の手段により、及び第１の内部空間４０８を画定する
ために、互いに前側４０２と後側４０４の各側端を取り付けることにより形成される。フ
ラップ部４１０の端部は、次に後側４０４の下端部に固定される。図示される例において
、背部シェル２１６とクッション部材３６２の組み合わせは、次に後側４０４（３２Ｂ）
の開口部４１５を介して第１のポケット４０６の内部空間４０８に挿入される。椅子張り
カバーアセンブリ４００はクッション部材３６２と安らぎ部材２９８の周りで伸ばされ、
それを通して上方に伸びるフック部材４２４（図３３）を受容する複数の開口部４２０に
より安らぎ部材２９８へ固定される。代案として、開口部４２０がそれを通してＴ型取付
け部材４２２も受容するように配置されるように、カバーアセンブリ４００は構成される
。図示される例において、取付け部材４２２とフック部材４２４は安らぎ部材２９８と一
体成形される。各取付け部材４２２は安らぎ部材２９８の後面３１０のリセス４２９内か
ら垂直後方に伸びる第１の部分４２８を有するＴ型断面、又はボートクリート形状を備え
、及び第１の部分４２８の遠位端に配置され、互いに反対方向にそれから外側に伸びる一
対の第２の部分４３０を備える。第２の部分４３０の１つは第１の部分４２８と協働して
角のある係合面４３２を形成する。リセス４２９はその周縁の周りの端部４３４を画定す
る。
【００４９】
カバーアセンブリ４００は、更にカバーアセンブリ４００の引き紐トンネル４３８を通っ
て伸び、及び取付け部材４２２に固定される引き紐４３６により安らぎ部材２９８に固定
される。特に、図３４Ａ～３４Ｈに最もよく図示されるように、引き紐４３６の各自由端
は結び目がなく、安らぎ部材２９８から分離した機械式締め具を使用せず関係する取付け
部材４２２に固定される。組み合わせにおいて、引き紐４３６と引き紐トンネル４３８は
安らぎ部材２９８の周縁の周りに配置され、これと一体成形される複数のガイドフック４
３９（図２６Ｂ）の周りを誘導する。関係する取付け部材４２２の周りの引き紐４３６の
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張力がリセス４２９の方に曲がる係合面４３２に対して引き紐４３６が力を加えるように
、引き紐４３６は関係する取付け部材４２２の周りに巻き付けられ、これにより引き紐４
３６の部分をリセス４２９に押し込み、リセス４２９の端部４３４の少なくとも一部と係
合し、引き紐４３６と安らぎ部材２９８の間の摩擦係合を増加させる。図３５Ｇと３５Ｈ
は、引き紐４３６がそれぞれ図３４Ｇと３４Ｈに図示されるステップに対して取り付け部
材４２２の周りを通る別の経路を図示する。
【００５０】
腰部アセンブリ３００の本体部３２６がカバーアセンブリ４００の中央部４１４近くに位
置し、腰部アセンブリ３００の支持部３２８は上記のように安らぎ部材２９８と結合され
るように、腰部アセンブリ３００（図３２Ｃ）は次にカバーアセンブリ４００、クッショ
ンアセンブリ３６２及び安らぎ部材２９８と調整される。フラップ部４１０（図３２Ｄ）
は、次に腰部３００の上で重なり、これにより内部空間４１３を有する第２のポケット４
１２を生成する。フラップ部４１０の遠位端部４４２はそれを通してフック４２４を受容
するフラップ部４１０内の複数の開口部４４４により安らぎ部材２９８へ取り付けられる
。遠位端部４４２は、またカバーアセンブリ４００の後側４０４に縫い付けられる。図示
される例において、側端部４４６がカバーアセンブリ４００の残りと協働し、腰部アセン
ブリ３００のハンドル部３４６が伸びる溝４４８を形成するように、フラップ部４１０の
側端４４６はカバーアセンブリ４００の残りに取り付けられない。腰部アセンブリ３００
がその中で垂直に調整可能なように、第２のポケット４１２は構成される。カバーアセン
ブリ４００、クッション部材３６２、安らぎ部材２９８及び腰部アセンブリ３００の組み
合わせは、次に背部シェル２１６に取り付けられる。
【００５１】
参照番号１８ｄ（図３６）は、概して背部アセンブリの他の実施例を指す。背部アセンブ
リ１８ｄは先に記載した背部アセンブリ１８に類似するので、後者の番号における添え字
"ｄ"を除いて、図２０Ａと図２０Ｂ及び図３６～４１に表れる類似部品はそれぞれ同一の
対応する参照番号により表示される。背部アセンブリ１８ｄは背部フレームアセンブリ２
００ｄ、背部シェル２１６ｄ、及び椅子張りカバーアセンブリ４００ｄを含む。図示され
る例において、背部シェル２１６ｄは本質的に柔軟な外側周縁部４５０ｄ（図３７と３８
）及び周縁部４５０ｄが取り付けられる本質的に柔軟性がより低い後部４５２ｄを含む。
後部４５２は協働してその間に羽板４５６ｄを画定する複数の横に伸びる垂直に離隔して
配置される溝４５４ｄを含む。周縁部４５０ｄと後部４５２ｄは協働して複数の背部シェ
ル２１６ｄの周縁の周りに伸びる外側に面する開口部４５８ｄを形成する。後部４５２ｄ
は開口部４５８ｄの周りに離隔して配置される複数のリブ４６０ｄを含み、以下に記載さ
れるようにカバーアセンブリ４００ｄを背部シェル２１６ｄへ固定するように利用される
。
【００５２】
カバーアセンブリ４００ｄは布製カバー４６２ｄと布製カバー４６２ｄの周縁部４６６ｄ
の周りに伸びる支え部材４６４ｄを含む。布製カバー４６２ｄは前面４６８ｄ、及び後面
４７０ｄを含み、好ましくは長手方向と横方向の少なくとも１つの方向へ曲げることがで
きる材料を備える。図３９に最もよく図示されるように、支え部材４６４ｄは環状形状で
、各々が円形断面形状を有する複数の狭い角部４７４ｄで離隔して配置される、各々が長
方形状の断面形状を有する複数の幅広い部分４７２ｄを含む。幅広い部分４７２ｄの各々
は、以下に記載されるように、その長さに沿って離隔して配置され、背部シェル２１６ｄ
のリブ４６０ｄと係合するように構成される複数の開口部４７６ｄを含み、背部シェルの
リブと係合するように構成される。図４０に示されるように、支え部材４６４ｄが裏返し
になるように、支え部材４６４ｄは比較的柔軟なプラスチックから構成される。
【００５３】
組み合わせにおいて、支え部材４６４ｄはカバー４６２ｄの後面４７０ｄに固定され、こ
れによりカバー４６２ｄは広い部分４７２ｄと回転するために固定され、およびカバー４
６２ｄは、狭い角部４７４ｄの長手方向軸に接する線に沿って、狭い角部４７４ｄと回転



(21) JP 6407152 B2 2018.10.17

10

20

30

40

50

するために固定されない。この例で、支え部材４６４ｄ（図４１）は広い部分４７２ｄを
通して及び狭い角部分４７４ｄの周りに伸びる縫い模様によりカバー４６２ｄの周縁部４
６６ｄの周りに縫い合わされる。カバー４６２ｄと支え部材４６４ｄのカバーアセンブリ
４００ｄは背部シェル２１６ｄと調整され、支え部材４６４ｄが裏返しになるように、カ
バー４６２ｄの周縁部４６６ｄは背部シェル２１６ｄの周りに巻き付けられる。支え部材
４６４ｄは、次に開口部又は溝４５８ｄに挿入され、これにより背部シェル２１６ｄの周
りに伸ばす布製カバー４６２ｄの張力は、支え部材４６４ｄの溝４５８ｄ内への確実な係
合を維持させる。背部シェル２１６ｄのリブ４６０ｄは支え部材４６４ｄの対応する開口
部４７６ｄへ係合し、これにより溝４５８ｄ内へ支え部材４６４ｄをさらに固定する。カ
バー４６２ｄを支え部材４６４ｄへ取り付ける縫い模様は支え部材４６４ｄの狭い角部４
７４ｄをカバー４６２ｄに対して自由に回転させ、これにより任意の布パターンの集積又
は伸び過ぎのようなカバー４６２ｄの角近くの美的異常の発生を減少させる。
【００５４】
座部アセンブリ１６及び背部アセンブリ１８は制御アセンブリ１４（図４２）及び制御入
力アセンブリ５００へ作動可能に結合され、及びこれらにより制御される。制御アセンブ
リ１４（図４３～４５）は、互いに一体成形され、協働して上方に開く内部空間５１２を
形成する前壁５０４、後壁５０６、一対の側壁５０８、及び底壁５１０を含むハウジング
又は底部構造または基底構造５０２を含む。底壁５１０は以下に記載されるように、その
中の中心に配置される開口部５１４を含む。底部構造５０２は、更に上部と前方旋回軸５
１６、下部と前方旋回軸５１８、及び上部と後方旋回軸５４０を画定し、制御アセンブリ
１４は、更に座部アセンブリ１６を支持する座部支持構造５２２を含む。図示される例に
おいて、座部支持構造５２２は、各々が上部と前方旋回軸５１６の周りの旋回運動のため
の旋回軸５２８により底部構造５０２に旋回可能に固定される前方に配置される旋回開口
部５２６を含む一対の前方に伸びるアーム部５２４を含む、概してU型平面形状構成を有
する。座部支持構造５２２は、更にアーム部５２４の間に横に伸び、それらが協働して、
その中に底部構造５０２が受容される内部空間５３２を形成する後部５３０を含む。後部
５３０は、以下に記載されるように、アームアセンブリ２０が取り付けられる一対の後方
に伸びるアーム取付け部５３４を含む。座部支持構造５２２は、更に制御入力アセンブリ
５００が取り付けられる制御入力アセンブリ取付け部５３６を含む。座部支持構造５２２
は、更に協働して旋回軸５４０を画定する一対のブッシングアセンブリ５３８を含む。
【００５５】
　制御アセンブリ１４は、更に概ねＵ型平面図構造を有し、及び各々が旋回開口部５４６
を含み、旋回軸５４８により底部構造５０２に旋回可能に結合される一対の前方に伸びる
アーム部５４４を含む背部支持構造５４２を含み、これにより背部支持構造５４２は下部
と前方旋回軸５１８の周りに旋回する。背部支持構造５４２は、アーム部５４４と協働す
ることで、その中に底部構造５０２を受容する内部空間５５２を画定する、後部５５０を
含む。背部支持構造５４２は、更にその長さに沿って配置され、協働して旋回軸５５６を
画定する一対の旋回開口部５５４を含む。なお、ある例では背部フレームアセンブリ２０
０の少なくとも一部は背部支持構造５４２の一部として含まれる。
【００５６】
制御アセンブリ１４は、更に第１の旋回軸５４０の周りで旋回するために一対の旋回ピン
５６２により、座部支持構造５２２へ旋回可能に結合される第１の端部５６０と、旋回軸
５５６の周りの旋回のために一対の旋回ピン５６６により背部支持構造５４２の対応する
旋回開口部５５４に旋回可能に結合される第２の端部５６４を有する複数の制御リンク５
５８を含む。作動において、以下に記載するように、制御リンク５５８は、運動、特に、
椅子アセンブリがリクライニング位置に移動するにつれて、背部支持構造５４２に対して
座部支持構造５２２のリクライニング速度を制御する。
【００５７】
図４６Ａ及び４６Ｂに最もよく図示されるように、背部フレームアセンブリ２００のフレ
ーム底部２０６は迅速接続装置５６８を介して背部支持構造５４２に接続するように構成
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される。背部支持構造５４２の各アーム部５４４はその近くの端部５７２に配置される取
付け開口部５７０を含む。図示される例において、迅速接続装置５６８は、後部５５０、
及びその中のアーム部５４４の近くの端部５７２を受容する、協働してその間に溝５７６
画定する一対の前方に伸びる結合部５７４を含む背部フレームアセンブリ２００のフレー
ム底部２０６の構成を備える。各結合部５７４は対応する開口部５７０と調整し、その中
に受容される下方に伸びるボス５７８を含む。ネジ５８０のような機械式締め具は、次に
ボス５７８にネジ止めされ、これにより制御アセンブリ１４への背部フレームアセンブリ
２００の迅速接続を可能にする。　
【００５８】
図４７に最もよく図示されるように、底部構造５０２、座部支持構造５２２、背部支持構
造５４２及び制御リンク５５８は協働して座部アセンブリ１６、背部アセンブリ１８、及
びアームアセンブリ２０（図１）を支持する４本棒結合アセンブリを形成する。参照しや
すいように、制御アセンブリ１４の４本棒結合アセンブリと関係する関係旋回アセンブリ
は以下のように参照される：
　第１の旋回軸５１６として、底部構造５０２と背部支持構造５４２の間の上部と前部の
旋回軸５１６；
　第２の旋回軸５１８として、底部構造５０２と背部支持構造５４２の間の下部と前部の
旋回軸５１８；
　第３の旋回軸５４０として、制御リンク５５８の第１の端部５６０と座部支持構造５２
２の間の旋回軸５４０；
　第４の旋回軸５５６として、制御リンク５５８の第２の端部５６４と背部支持構造５４
２の間の旋回軸５５６；
　更に、図４７はリクライニング位置を斜線で示す。椅子アセンブリ１０の構成要素を示
し、リクライニング位置の椅子の参照番号は「''''」で表示される。
【００５９】
　動作において、背部アセンブリ１８が垂直位置Ｅからリクライニング位置Ｆに移動する
につれて、制御アセンブリ１４の４本棒結合アセンブリは協働して座部アセンブリ１６を
垂直位置Ｇからリクライニング位置Ｈへ傾斜させ、図４７における位置ＥとＦの上部と下
部の表示は背部アセンブリ１８の上部と下部は単一品として傾斜することを図示する。特
に、背部支持構造５４２が第２の旋回軸５１８の周りで旋回するにつれて、座部支持構造
５２２が第１の旋回軸５１６の周りで回転させるように、制御リンク５５８は座部支持構
造５２２と背部支持構造５４２に結合するように構成される。好ましくは、座部支持構造
５２２は第２の旋回軸５１８の周りの背部支持構造５４２の回転速度の約１/３～２/３の
間で第１の旋回軸５１６の周りで回転し、最も好ましくは、座部支持構造５２２は第２の
旋回軸５１８の周りの背部支持構造５４２の回転速度の約半分の速度で、第１の旋回軸５
１６の周りで回転し、より好ましくは、座部アセンブリ１６は完全な垂直位置Ｇから完全
なリクライニング位置Ｈまで約９°の角度βにリクライニングする一方、背部アセンブリ
１８は完全な垂直位置Ｅから完全なリクライニング位置Ｆまで約１８°の角度γにリクラ
イニングする。
【００６０】
図４７に最もよく図示されるように、椅子アセンブリ１０がリクライニングするにつれて
、底部構造５０２は支持する床面１３に対して固定状態に留まるので、椅子アセンブリ１
０が完全な垂直位置にある場合、及び椅子アセンブリ１０が完全なリクライニング位置に
ある場合、第１の旋回軸５１６は第２の旋回軸５１８の上部及び前方に位置する。第３の
旋回軸５４０は椅子アセンブリ１０のリクライニング移動を通して第１の旋回軸５１６の
相対垂直高さの後及び下に留まる。第１の旋回軸５１６と第２の旋回軸５１８の間の距離
は椅子アセンブリ１０のリクライニング移動を通して、第３の旋回軸５４０と第４の旋回
軸５５６の間の距離より大きい。図４８に最もよく図示されるように、制御リンク５５８
の長手方向に伸びる中心線軸５８２は、椅子アセンブリ１０が垂直位置にある場合、座部
支持構造５２２と鋭角αを形成し、椅子が完全なリクライニング位置にある場合、鋭角α



(23) JP 6407152 B2 2018.10.17

10

20

30

40

50

'を形成する。椅子アセンブリ１０が完全な垂直位置と完全なリクライニング位置の間で
移動するにつれて、制御リンク５５８の中心線軸５８２は、座部支持構造５２２と直交状
態を超えて回転しないことを意味する。
【００６１】
図４９をさらに参照して、背部制御リンク５８４は第５の旋回軸５８６で座部支持構造５
２２に旋回可能に結合され又は接続される前方端部５８５を含む。背部制御リンク５８４
の後方端部５８８は第６の旋回軸５９０において背部シェル２１６の下部２２０に接続さ
れる。第６の旋回軸５９０は任意であり、背部制御リンク５８４及び背部シェル２１６は
互いにしっかり固定される。また、旋回軸５９０は第１及び／又は第２の回転方向に背部
シェル２１６に対して背部制御リンク５８４の回転を制限する停止機構を含む。例えば、
図４９に関して、旋回軸５９０は制御リンク５８４に対して背部シェル２１６の下部２２
０の時計回りの回転を許容する停止機構５９２を含む。もし寸法Ｄ１を減らすように働く
後方／水平の力が背部シェル２１６の腰部に加えられたならば、これは腰部がより平坦に
なることを許容する。しかし、停止機構５９２は制御リンク５８４に対して反時計方向（
図４９）に、背部シェル２１６の下部２２０が回転することを防止するように構成される
。ユーザが背部アセンブリ１８の上部を押すことにより椅子の中でリクライニングするに
つれて、これは、制御リンク５８４及び背部シェル２１６の下部２２０を同じ角速度で回
転させる。
【００６２】
カムリンク５９４は、また旋回軸又は軸５８６の周りで回転するための座部支持構造５２
２に旋回可能に結合され又は接続される。カムリンク５９４は背部支持構造５４２に形成
される上方に面するカム面５９８とスライド可能に係合する湾曲カム下面５９６を有する
。一対のねじりバネ６００（また図２９Ａ参照）は角度Φ（図４９）を増加させようとす
るように背部制御リンク５８４とカムリンク５９４を回転可能にバイアスする。ねじりバ
ネ６００は反時計回りに制御リンク５８４を回転させようとする力を発生させ、同時にカ
ムリンク５９４を時計回りに回転させる。これにより、ねじりバネ６００は背部制御リン
ク５８４とカムリンク５９４の間の角度Φを増加させようとする。座部支持構造５２２上
の停止機構５９２は図４９に示す位置への背部制御リンク５８４の反時計回りの回転を制
限する。この力は、また制御リンク５８４を停止機構５９２の中へ反時計周りにバイアス
する。
【００６３】
上で論じたように、背部シェル２１６は特に剛性背部フレーム構造２００に比較して柔軟
性がある。また上で論じたように、背部フレーム構造２００は背部支持構造５４２へ確り
接続され、従って、背部支持構造５４２と旋回する。ねじりバネ６００により生ずる力は
背部シェル２１６の下部２２０に対して押す。また上で論じたように、背部シェル構造２
１６の溝２４４は背部シェル２１６の腰部支持部又は領域２４２に付加柔軟性を生成する
。また背部シェル２１６の腰部２４２がねじりバネ６００に隣接する領域より高い湾曲を
有するように、ねじりバネ６００により発生する力は背部シェル２１６の腰部２４２を前
方へ曲げようとする。
【００６４】
上で論じたように、腰部アセンブリ３００の位置は垂直に調節可能である。腰部アセンブ
リ３００の垂直調節は、また背部シェル２１６が椅子背部１８のリクライニング中に曲げ
る／湾曲するように調節する。たとえば、腰部アセンブリ３００が中間又は中立位置に調
節され、背部シェル２１６の腰部２４２（図４９）の湾曲は中間又は中立である。もし、
腰部アセンブリ３００の垂直位置が調節されるならば、角度Φ（図５０）は減少し、腰部
２４２の湾曲は減少する。図５０に示すように、これは、また角度Φ１をより大きくし、
背部シェル２１６の全体形状を比較的平坦にさせる。
【００６５】
図５１を更に参照して、もし、腰部アセンブリ３００の高さが中間レベル（すなわち、図
４９と同じ）に設定されるならば、ユーザは後にもたれ、リンクと構造５０２,５２２，
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５４２,５５８と旋回軸５１６，５１８，５４０，５５６により画定される４本棒結合は
図４９の構成から図５１の構成へ移動する（上記のように）。これが、順に旋回軸５８６
とカム面５９８の間の距離を増加させる。これが角度Φを約４９．５°（図４９）から約
５９．９°（図５１）に増加させる。バネが開位置の方向に回転するにつれて、バネに蓄
えられるエネルギの一部は背部シェル２１６へ移送され、これにより背部シェル２１６の
腰部２２０の湾曲の程度をより大きくする。このようにして、背部制御リンク５８４、カ
ムリンク５９４、及びねじりバネ６００は、ユーザが椅子の中で後にもたれるにつれて、
ユーザの背中の湾曲を減少させるために、腰部２４２のより大きな湾曲を提供する。
【００６６】
また、椅子は図４９の位置から図５１の位置へ傾斜するにつれて、腰部領域または部分２
４２と座部１６の間の距離Ｄは１７４ｍｍから２３４ｍｍへ増加する。背部が図４９の位
置から図５１の位置へ傾斜するにつれて、背部シェル１６の腰部２４２と背部フレーム構
造２００の間の寸法Ｄ１はまた増加する。これにより、距離Ｄは少し増加するが、背部シ
ェル２１６の腰部２４２はリクライニング中に背部フレーム２００に対して前方へ移動す
るので、寸法Ｄ１における増加は寸法Ｄの増加を減少させる。
【００６７】
再度、図４９を参照して、座るユーザ６０６の背骨６０４は、ユーザ６０６が垂直位置に
座る場合、第１の量により腰部領域６０８において前方へ曲げようとする。ユーザ６０６
が図４９の位置から図５１の位置へ後へともたれかかるにつれて、腰部領域６０８の湾曲
は増加し、ユーザの背骨６０４は、またユーザの大腿骨６１２に対して股関節６１０の周
を少し回転する。寸法Ｄの増加及び背部シェル２１６の腰部２４２の湾曲の増加はユーザ
の股関節６１０と大腿骨６１２は座部１６上で滑らず、ユーザの背骨６０４の腰部領域６
０８の湾曲にも適合することを同時に保証する。
【００６８】
上で論じたように、図５０は背部シェル２１６の腰部２４２が平坦位置に調節された椅子
が垂直位置にある背部１８を示す。もし、椅子背部１８が図５０の位置から図５２の位置
へ傾斜するならば、背部制御リンク５８４及びカムリンク５９４は、共に時計回りに回転
する。しかし、カムリンク５９４は少しより速い速度で回転し、角度Φは、従って３１．
４°から３５．９°に変化する。距離Ｄは２０２ｍｍから２６５ｍｍまで変化し、角度Φ
は２４．２°から２４．１°へ変化する。
【００６９】
図５２Ａを更に参照して、もし、椅子背部１８がリクライニングし、腰部調節が高く設定
されるならば、角度Φは９３．６°であり、距離Ｄは２０２ｍｍである。
【００７０】
このように、椅子背部１８が後方へ傾斜するにつれて、背部シェル２１６は湾曲する。し
かし、もし、湾曲が最初により高いレベルに調節されるならば、垂直位置からリクライニ
ング位置への腰部２４２の湾曲の増加は、著しくより大きくなる。もし、ユーザの背中が
垂直に座った場合、最初は比較的平坦な状態であれば、ユーザの背中の湾曲は、ユーザが
リクライニングする場合ほど増加しないことを、これは説明する。言い換えると、もし垂
直位置の場合、ユーザの背中が比較的真直ぐならば、たとえ湾曲の程度が垂直位置からリ
クライニング位置へ少し増加しても、ユーザの背中はリクライニングの場合でも比較的平
坦に留まるだろう。反対に、もしユーザの背中が垂直位置の場合、著しく湾曲するならば
、ユーザの背中が最初に比較的平坦であれば、ユーザが湾曲の増加に対してリクライニン
グするにつれて、腰部領域の湾曲は大きく増加するだろう。
【００７１】
一対のバネアセンブリ６１４（図４３及び４４）はリクライニング位置Ｆから垂直位置Ｅ
へ背部アセンブリ（図１４）をバイアスする。図４５に最もよく図示されるように、各バ
ネアセンブリ６１４は第１の端部６１８と第２の端部６２０を有する円筒形状のハウジン
グ６１６を含む。各バネアセンブリ６１４は、さらに圧縮コイルバネ６２２、第１の結合
器６２４、及び第２の結合器６２６を含む。図示される例で、第１の結合器６２４はハウ
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ジング６１６の第１の端部６１８に固定される一方、第２の結合器６２６はコイルバネ６
２２を通して伸びる棒部材６２８に固定される。ワッシャ６３０は棒部材６２８の遠位端
に固定され、コイルバネ６２２の一端部に隣接する一方、コイルバネ６２２の他端部はハ
ウジング６１６の第２の端部６２０に隣接する。第１の結合器６２４は旋回軸６３４の周
りの旋回運動のために旋回ピン６３２により背部支持構造５４２に旋回可能に固定され、
旋回ピン６３２は背部支持構造５４２の旋回開口部６３６内に受容される一方、第２の結
合器６２６は旋回軸６４２の周りの旋回のための軸６４０によりモーメントアーム移動ア
センブリ６３８（図５３～５５）に旋回可能に結合される。モーメントアーム移動アセン
ブリ６３８は低張力設定（図５７Ａ）から高張力設定（図５８Ａ）へバイアス又はバネア
センブリ６１４を移動させるように構成され、背部アセンブリ１８上のバイアスアセンブ
リ６１４により加えられる力は低張力設定に対して増加する。
【００７２】
図５３～５６に図示されるように、モーメントアーム移動アセンブリ６３８は調整アセン
ブリ６４４と、制御入力アセンブリ５００を調整アセンブリ６４４に作動可能に結合し、
オペレータが低張力設定と高張力設定の間でバイアスアセンブリ６１４を移動可能にする
モーメントアーム移動結合アセンブリ６４６と、及びモーメントアーム移動アセンブリ６
３８を低張力設定から高張力設定へ移動させるため、ユーザにより制御入力アセンブリ５
００に加えるのに必要な入力の力の量を低下させるように構成される調節補助アセンブリ
６４８を含む。
【００７３】
調節アセンブリ６４４はその中にネジ付き調節軸６５２をネジ止め可能に受容するネジ付
き開口部を含む旋回ピン６５０を備える。調節軸６５４は第１の端部６５２と第２の端部
６５６を含み、第１の端部６５４は底部構造５０２の開口部５１４を通して伸び、軸受ア
センブリ６６０により長手方向軸の周りの旋回回転のために誘導される。旋回ピン６５０
は旋回ピン６３２により第２の結合器６２６へ旋回可能に結合される第１の端部６６６と
、旋回軸６７４の周りの旋回のための底部構造５０２の旋回開口部６７２内に旋回可能に
受容される旋回ピン６７０により底部構造５０２へ旋回可能に結合される第２の端部６６
８と、旋回ピン６５０の各端部を受容する開口部６７５を有する一対の結合アーム６６４
を含む結合アセンブリ６６２（図４４）により底部構造５０２から支持される。
【００７４】
モーメントアーム移動結合アセンブリ６３８は制御入力アセンブリ５００と第１のべベル
ギアアセンブリ６７８の間に伸びる第１の駆動軸６７６、及び第１のべベルギアアセンブ
リ６７８と第２のべベルギアアセンブリ６８２の間に伸び、それらを結合する第２の駆動
軸６８０を含み、第２のべベルギアアセンブリ６８２は調節軸６５２へ接続される。第１
の駆動軸６７６は第１のユニバーサルジョイントアセンブリ６８６により制御入力アセン
ブリ５００へ作動可能に結合される第１の端部６８４を含む一方、第１の駆動軸６７６の
第２の端部６８８は第２のユニバーサルジョイントアセンブリ６９０により第１のべベル
ギアアセンブリへ作動可能に結合される。図示される例で、第１の駆動軸６７６の第１の
端部６８４は第１のユニバーサルジョイントアセンブリ６８６の雌結合部６９２を含む一
方、第１の駆動軸６７６の第２の端部６８８は第２のユニバーサルジョイントアセンブリ
６９０の雌結合部６９４を含む。第１のギアアセンブリ６７８はその中に第１のべベルギ
ア６９８と第２のべベルギア７００を収容するハウジングアセンブリ６９６を含む。図示
されるように、第１のべベルギア６９８は第２のユニバーサルジョイントアセンブリ６９
０の一体型雄結合部７０２を含む。第２の駆動軸６８０の第１の端部７０６は第３のユニ
バーサルジョイント７０４により第１のべベルギアアセンブリ６７８に結合される。第２
の駆動軸６８０の第１の端部７０６は第３のユニバーサルジョイントアセンブリ７０４の
雌結合部７０８を含む。第２のべベルギア７００は第３のユニバーサルジョイントアセン
ブリ７０４の一体型雄結合部７１０を含む。第２の駆動軸６８０の第２の端部７１２は結
合部材７１６の長手方向に伸びる対応するスプライン（表示なし）と結合する複数の長手
方向に伸びるスプライン７１４を含む。結合部材７１６は第２の駆動軸６８０の第２の端
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部７１２を第４のユニバーサルジョイント７１８を介して第２のべベルギアアセンブリ６
８２と結合させる。第４のユニバーサルジョイントアセンブリ７１８は第４のユニバーサ
ルジョイントアセンブリ７１８を介して結合部材７１６に結合される第１のべベルギア７
２２を収容するハウジングアセンブリ７２０を含み、第２のべベルギア７２４は調節軸６
５２の第２の端部６５６へ固定される。結合部材７１６は第１のべベルギア７２２と一体
の雄結合部７２８を受容する雌結合部７２６を含む。
【００７５】
組み合わせにおいて、モーメントアーム移動アセンブリ６３８の調節アセンブリ６４４（
図５３及び５４）は底部構造５０２により作動可能に支持される一方、制御入力アセンブ
リ５００（図４２）は座部支持構造５２２の制御入力アセンブリ取り付け部５３６（図４
４）により作動可能に支持される。この結果、座部構造５２２が完全な垂直位置Ｇと完全
なリクライニング位置Ｈの間で移動するにつれて、制御入力アセンブリ５００とモーメン
トアーム移動アセンブリ６３８の調節アセンブリ６４４の間の相対角度及び距離は変化す
る。第３及び第４のユニバーサルジョイントアセンブリ７０４，７１８及びスプライン７
１４と結合器７１６の装置は協働して角度と距離におけるこれらの相対変化を補償する。
【００７６】
モーメントアーム移動アセンブリ６３８（図５３及び５４）は低張力設定と高張力設定（
図５７Ａ～５８Ｂ）の間でバイアスアセンブリ６１４を調節するように機能する。特に、
バイアスアセンブリ６１４は椅子アセンブリ１０が図５７Ａの垂直位置にある低張力設定
の場合と、椅子アセンブリ１０が図５７Ｂのリクライニング位置にある低張力設定の場合
を示す一方、図５８Ａは椅子が垂直位置にある高張力設定の場合のバイアスアセンブリ６
１４を図示し、図５８Ｂは椅子がリクライニング位置である高張力設定の場合のバイアス
アセンブリ６１４を図示する。旋回軸６４２とバネアセンブリ６１４のハウジング６１６
の第２の端部６２０の間を測定した距離７３０は、モーメントアーム移動アセンブリ６３
８が低張力設定に配置され、椅子アセンブリ１０が垂直位置にある場合、バネアセンブリ
に加えられる圧縮量の基準として機能する。モーメントアーム移動アセンブリ６３８が高
張力設定にあり、椅子アセンブリ１０が垂直位置にある場合、距離７３０'（図５８Ａ）
はバネアセンブリ６１４に加えられる圧縮力の増加量を比較して図示する。ユーザは低張
力設定から高張力設定へモーメントアーム移動アセンブリ６３８を移動させることにより
、背部支持構造５４２上のバイアスアセンブリにより加えられる力の量を調節する。特に
、オペレータは、制御入力アセンブリ５００への入力を介して、モーメントアーム移動結
合アセンブリ６４６を介して回転における調節アセンブリ６４４の調節軸６５２を駆動し
、これにより旋回軸６５０を調節軸６５４の長さに沿って移動させ、これにより旋回軸６
５０が底部構造５０２に対して調節されるにつれて、バネアセンブリ６１４に加えられる
圧縮力を変化させる。旋回軸６５０は底部構造５０２の関係する側壁５０８に取り付けら
れる側板部材７３４内に配置される溝７３２内を移動する。モーメントアーム移動アセン
ブリ６３８が高張力設定にあり、椅子アセンブリ１０が垂直位置にある場合、距離７３０
'はモーメントアーム移動アセンブリ６３８が低張力設定にあり、椅子アセンブリ１０が
垂直位置にある場合の距離７３０より大きく、これによりバネアセンブリ６３４に加えら
れるような圧縮力が、低張力設定と比較してモーメントアーム移動アセンブリが高張力設
定にある場合より大きいことを意味する。同様に、距離７３６'（図５８Ｂ）は距離７３
６（図５７Ｂ）より大きく、この結果、バイアスアセンブリ６１４により加えられるバイ
アス力が増加し、背部アセンブリ１８をリクライニング位置から垂直位置へ向かって移動
させる。バイアスアセンブリ６１４により加えられるバイアストルクは第２の旋回軸５１
８の周りに加えられるバイアストルクの変化に対応し、ある構成では、バイアストルクの
変化はバイアスアセンブリ６１４の長さ又はバイアス力の変化がなく、可能である。
【００７７】
図５９は背部支持構造５４２がリクライニング位置と垂直位置の間で動くにつれて、背部
支持構造５４２をリクライニング位置から垂直位置へ向かって移動させる第２の旋回軸５
１８の周りに加えられるトルク量のグラフである。図示される例で、背部支持構造５４２
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が垂直位置にあり、モーメントアーム移動アセンブリ６３８が低張力設定にある場合、バ
イアスアセンブリ６１４は、約６５２インチ－ポンドのトルクを第２の旋回軸５１８の周
りに与え、背部支持構造５４２がリクライニング位置にあり、モーメントアーム移動アセ
ンブリ６３８が低張力設定にある場合、約９３３インチ－ポンドのトルクを第２の旋回軸
５１８の周りに与え、この結果約４３％の変化が発生する。同様に、バイアスアセンブリ
６１４は、背部支持構造５４２が垂直位置にあり、モーメントアーム移動アセンブリ６３
８が高張力設定にある場合、約１，４７０インチ－ポンドのトルクを第２の旋回軸５１８
の周りに与え、背部支持構造５４２が垂直位置にあり、モーメントアーム移動アセンブリ
６３８が高張力設定にある場合、約２，５８０インチ－ポンドのトルクを第２の旋回軸５
１８の周りに与え、この結果、約７５％の変化が発生する。背部支持構造５４２が垂直と
リクライニング位置の間で移動するにつれて、モーメントアーム移動アセンブリ６３８の
低張力設定と高張力設定の間のバイアスアセンブリ６１４により与えられるトルク量にお
けるこの著しい変化は、椅子アセンブリ１０全体が様々な身長と体重のユーザに適切な前
進後退支持を提供することを可能にする。
【００７８】
調節補助アセンブリ６４８（図５３及び５４）はモーメントアーム移動アセンブリ６３８
を高張力設定から低張力設定へ移動させることにおいてオペレータを補助する。調節補助
アセンブリ６４８は搭載構造７４０により底部構造５０２の前壁５０４に固定されるコイ
ルバネ７３８、及び結合アーム６６４を取り付けた軸６３２の周りに伸び、コイルバネ７
３８の自由端７４８を捕える開口部７４６を画定するキャッチ部分７４４を含むキャッチ
部材７４２を含む。コイルバネ７３８はキャッチ部材７４２と上方垂直方向の軸６３２上
、及び結合アーム６６４に取り付けられる軸６３２上に力Ｆを与え、これによりモーメン
トアーム移動アセンブリ６３８を低張力設定から高張力設定へ移動させるために、ユーザ
が制御入力アセンブリ５００に与えなければならない入力の力の量を低下させる。
【００７９】
上記のように、座部アセンブリ１６（図３）は後退位置Ｃと伸長位置Ｄの間で制御アセン
ブリ１４に対して長さ方向に移動可能である。図６０及び６１に最もよく図示されるよう
に、直接駆動アセンブリ１５６２は駆動アセンブリ１５６４及び制御入力アセンブリ５０
０を駆動アセンブリ１５６４と結合する結合アセンブリ１５６６を含み、これによりユー
ザが制御アセンブリ１４に対して座部アセンブリ１６の直線位置を調節することを可能に
する。図示される例において、座部支持板３２（図４２）は制御アセンブリ１４の制御板
１５７２の対応するガイドフランジ１５７０を包含し及びこれとスライド可能に係合する
Ｃ型ガイドレールを含む。一対のＣ型で長手方向に伸びる接続レール１５７４は対応する
ガイドレール３８内に位置し、座部支持板３２と結合される。一対のＣ型ブッシュ部材１
５７６は接続レール１５７４内で長手方向に伸び、接続レール１５７４とガイドフランジ
１５７０の間に位置する。駆動アセンブリ１５６４は複数の下向きに伸びる歯１５８０を
有するラック部材１５７８を含む。駆動アセンブリ１５６４は、更にその中にラック部材
１５７８をスライド可能に受容する溝１５８４を画定するＣ型断面形状を有するラックガ
イド１５８２を含む。ラックガイド１５８２は、その中に軸受部材１５８８を係合して受
容するその長さに沿って配置されるレリーフ１５８６を含み、破線で図示されるような、
軸受部材１５８８はラックガイド１５８２の軸受部材１５８８とレリーフ１５８６の間の
アセンブリ調整を示し、更に実線で図示されるような、軸受部材は軸受部材１５８８とラ
ック部材１５７８の間のアセンブリ調整を示す。また、軸受部材１５８８はラックガイド
１５８２の一体部分として形成される。駆動部材１５６４は、更に制御入力アセンブリ５
００とユニバーサル結合する第１の端部１５９２と複数の放射状に離隔して配置される歯
１５９６を有する第２の端部を含む。組み合わせにおいて、座部支持板３２は、上記のよ
うに制御板１５７２とスライド可能に結合され、ラック部材１５７８は座部支持板３２の
下側に固定され、ラックガイド１５８２は制御板１５７２の上向き開口溝１５９８内に固
定される。操作において、ユーザにより制御入力アセンブリ５００へ与える入力の力は結
合アセンブリ１５６６を介して駆動アセンブリ１５６４に移送され、これによりラック部



(28) JP 6407152 B2 2018.10.17

10

20

30

40

50

材１５７８の歯１５８０に対して駆動軸１５９０の歯１５９６を駆動し、ラック部材１５
７８と座部支持板３２をラックガイド１５８２と制御板１５７２に対してスライドさせる
。
【００８０】
更に図６２～６４を参照して、椅子アセンブリ１０は底部アセンブリ１２に対して座部１
６と背部１８の垂直調節を許容する高さ調節アセンブリ１６００を含む。高さ調節アセン
ブリ１６００は底部アセンブリ１２の中心柱２６に既知の方法で垂直に配置される空気圧
式シリンダ２８を含む。
【００８１】
ブラケット構造１６０２はハウジング又は底部構造５０２に固定され、空気圧式シリンダ
２８の上端部１６０４は底部構造５０２の開口部１６０６（図６４）に既知の方法で受容
される。空気圧式シリンダ２８は、高さ調節を提供するために空気圧式シリンダ２８を解
放するように下へ移動させることができる調節弁１６０８を含む。ベルクランク１６１０
は空気圧式シリンダ２８の解放弁１６０８と係合するように構成される水平に伸びるアー
ム１６３０と水平に伸びるアーム１６４０を有する。ベルクランク１６１０はブラケット
１６０２へ回転可能に取り付けられる。ケーブルアセンブリ１６１２はベルクランク１６
１０と調節ホイール／レバー１６２０と作動可能に相互接続する。ケーブルアセンブリ１
６１２は内側ケーブル１６１４と外側ケーブルまたはシース１６１６を含む。外側シース
１６１６はブラケット１６０２に形成される球形ソケット１６２２に回転可能に受容され
る球形接続金具１６１８を含む。第２の球形接続金具１６２４は内側ケーブル１６１４の
端部１６２６に接続される。第２の球形接続金具１６２４は高さ調節中にケーブル端の回
転移動を許容するようにベルクランク１６１０の上方に伸びるアーム１６３０の第２の球
形ソケット１６２８に回転可能に受容される。
【００８２】
内側ケーブル１６１４の第２の又は外側端部１６３２はホイール１６２０の周りを包み、
端部接続金具１６３４は内側ケーブル１６１４に接続される。張力バネ１６３６は端部接
続金具１６３４及び位置１６３８で座部構造に接続される。バネ１６３６は弁１６０８が
解放中の場合、ケーブル１６１４がベルクランク１６１０を回転させるように移動するの
と同じ方向に内側ケーブル１６１４上に張力を発生させる。バネ１６３６は弁１６０８を
作動させるのに十分な力を発生させないが、バネ１６３６はベルクランク１６１０のアー
ム１６４０を弁１６０８と接触させるようにバイアスをかけるのに十分な力を発生させる
。このようにして、構成要素の許容誤差のために、さもなければ存在しただろう失われた
運動、または遊びが排除される。動作中に、ユーザは調節ホイール１６２０を手で回転さ
せ、これにより内側ケーブル１６１４上に張力を発生させる。これがベルクランク１６１
０を回転させ、ベルクランク１６１０のアーム１６４０が空気圧式シリンダ２８の弁１６
０８を押させ、及び作動させる。空気圧式シリンダ２８の内側バネ（表示なし）は弁１６
０８を上方にバイアスし、弁１６０８を調節ホイール１６２０の解放により非作動位置へ
移動させる。
【００８３】
制御入力アセンブリ５００（図４２及び６５～６７）は、各々がユーザからの入力を椅子
の構成要素及びそれに結合される機構へ伝達するように構成され、及びハウジングアセン
ブリ１７０４内に収容される第１の制御入力アセンブリ１７００及び第２の制御入力アセ
ンブリ１７０２を備える。制御入力アセンブリ５００はアンチバック駆動アセンブリ１７
０６、オーバロードクラッチアセンブリ１７０８、及びノブ１７１０を含む。アンチバッ
ク駆動機構またはアセンブリ１７０６は、直接駆動アセンブリ１５０２（図６０及び６１
）及び座部アセンブリ１６が制御アセンブリ１７００からの入力なしに、後退及び伸長位
置Ｃ、Ｄの間で駆動されることを防止する。アンチバック駆動アセンブリ１７０６はハウ
ジングアセンブリ１７０４の内部１７１２内に受容され、その一端に駆動軸１５９０（図
６１）の第２の端部１５９４に結合されるユニバーサルアダプタの雌部１７１６を含むア
ダプタ１７１４を含み、他端にてスプラインコネクタ１７１７を含む。カム部材１７１８



(29) JP 6407152 B2 2018.10.17

10

20

30

40

50

はクラッチ部材１７２０を介してアダプタ１７１４と結合される。特に、カム１７１８は
ノブ１７１０との回転のために結合されるスプライン端部１７２２および外側カム面１７
２６を有するカム端部１７２４を含む。クラッチ部材１７２０（図６６Ｂ）は、以下で記
載するように、カム部材１７１８の外側カム面１７２６とカム係合するカム面１７３０を
有するスプラインコネクタ１７１７とスライド可能に係合する内側に配置される一対のス
プライン１７２３を含む。クラッチ部材１７２０はハウジングアセンブリ１７０４に対す
る回転のために固定されるロックリング１７３２により係合して受容される円錐形状のク
ラッチ面１７１９を有し、及びクラッチ部材１７２０のクラッチ面１７１９に対応し、そ
れと協働して円錐状クラッチを形成する円錐状クラッチ面１７２１を含む。コイルバネ１
７３４はクラッチ部材１７２０を固定リング１７３２と係合する方向にバイアスする。
【００８４】
入力なしに、バイアスバネ１７３４はクラッチ部材１７２０の円錐面を固定リング１７３
２の円錐面と係合させ、これにより、第１の制御入力アセンブリ１７００からの入力なし
に、後向き又は前向きの力を座部アセンブリ１６に単に与えることにより、後退と伸長位
置Ｃ，Ｄの間での座部アセンブリ１６の"バックドライブ"または調節を防止する。作動に
おいて、オペレータは第１の制御入力アセンブリ１７００を介して直接駆動アセンブリ１
５６２を作動させることにより後退と伸長位置Ｃ，Ｄの間で座部アセンブリ１６を移動さ
せる。特に、ユーザによりノブ１７１０に加えられる回転力はノブ１７１０からカム部材
１７１８へ伝送される。カム部材１７１８が回転すると、カム部材１７１８の外側カム面
１７２６はクラッチ部材１７２０のカム面１７３０に作用し、これによりバネ１７３４の
バイアス力に打ち勝ち、クラッチ部材１７２０を係合位置から外し、クラッチ部材１７２
０は固定リング１７３２を外す。回転力は、次にカム部材１７１８からクラッチ部材１７
２０へ伝送され、次に結合アセンブリ１５６６を介して直接駆動アセンブリ１５６２に結
合されるアダプタ１７１４へ伝送される。
【００８５】
クラッチ部材１７２０が係合位置と解放位置の間で移動するにつれて、第１の制御入力ア
センブリ１７００内の僅かの許容誤差が、直線方向及び回転方向にカム部材１７１８の僅
かな移動（または"スロップ"）を許容にする。可塑性エラストマ（ＴＰＥ）を備える回転
する環状ダンパー素子１７３６はハウジング１７０４の内部１７１２内に位置し、クラッ
チ部材１７２０に取り付けられる。図示される例で、ダンパー素子１７３６はハウジング
アセンブリ１７０４の内壁を押し、および摩擦により、ハウジングアセンブリ１７０４の
内壁と摩擦係合する。
【００８６】
第１の制御入力アセンブリ１７００は、またユーザが下降位置Ａと上昇位置Ｂの間で椅子
アセンブリの垂直位置を調整可能にするように構成される第２のノブ１７３８を含む。
【００８７】
第２の制御入力アセンブリ１７０２はリクライニング中に背部アセンブリ１８に加えられ
る張力を調節するように、および背部アセンブリ１８のリクライニング量を制御するよう
に構成される。第１のノブ１７４０はモーメントアーム移動結合アセンブリ６４６により
モーメントアーム移動アセンブリ６３８に作動可能に結合される。特に、第２の制御入力
アセンブリ１７０２はモーメントアーム移動結合アセンブリ６４６の軸６７６の雌ユニバ
ーサル結合部６９２（図５３及び５５）と結合する雄ユニバーサル結合部１７４２を含む
。
【００８８】
第２のノブ１７６０は第２のノブ１７６０を様々な背部停止アセンブリ１７６４（図６７
）へ作動可能に結合するケーブルアセンブリ１７６２を介して、背部アセンブリ１８のリ
クライニング量を調節するように構成される。ケーブルアセンブリ１７６２は第１のケー
ブルルート構造１７６６、第２のケーブルルート構造１７６８、およびそれらの間に伸び
、その中でアクチュエータケーブル１７７２をスライド可能に受容するケーブル管１７７
０を含む。ケーブル１７７２は底部構造５０２に対して固定される遠位端１７７４を含み
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、コイルバネ１７７８により方向１７７６にバイアスされる。様々な背部停止アセンブリ
１７６４は、複数の垂直方向の段階ステップ１７８２を有する停止部材１７８０、座部ア
センブリ１６に対して固定して支持される支持ブラケット１７８４、および前後方向１７
８８にスライドするために、支持ブラケット１７８４にスライド可能に結合され、及び一
対のネジ１７９０を介して停止部材１７８０へ固定して結合されるスライド部材１７８６
を含む。ケーブル１７７２の長手方向移動が停止部材１７８０を前後方向１７８８に移動
させるように、ケーブル１７７２は停止部材１７８０とスライド部材１７８６の間に固定
される。動作中に、ユーザは第２のノブ１７６０への入力を介して停止部材１７８０の位
置を調節することにより、可能となる背部リクライニングの量を調節する。背部アセンブ
リ１８が垂直位置からリクライニング位置に向かって移動するにつれて、利用可能な背部
リクライニングの量が制限されることにより、停止部材１７８０の選択段階１７８２が底
部構造５０２の後端１７９２に接触する。
【００８９】
各アームアセンブリ２０（図６８～７０）はアーム底部構造８０２から旋回可能に支持さ
れ、アームレストアセンブリ８０４を調節可能に支持するアーム支持アセンブリ８００を
含む。アーム支持アセンブリ８００は第１のアーム部材８０６、第２のアーム８０８、ア
ーム支持構造８１０、及び協働して４本棒結合アセンブリを形成するアームレストアセン
ブリ支持部材８１２を含む。図示される例において、第１のアーム部材８０６はＵ型断面
形状を有し、旋回軸８１６の周りで旋回するためにアーム支持構造８１０に旋回可能に結
合される第１の端部８１４、及び旋回軸８２０の周りの旋回移動のためのアームレストア
センブリ支持部材８１２に旋回可能に結合される第２の端部８１８を含む。第２のアーム
部材８０８はＵ型断面形状を有し、旋回軸８２４の周りの旋回のためにアーム支持構造８
１０に旋回可能に結合される第１の端部８２２、及び旋回軸８２８の周りの旋回のために
アームレストアセンブリ支持部材８１２に旋回可能に結合される第２の端部８２６を含む
。図示されるように、アーム支持アセンブリ８００の４本棒結合アセンブリはアームレス
トアセンブリ８０４が完全に上昇した位置Ｋと完全に下降した位置Ｌの間で調節されるこ
とを可能にし、完全に上昇した位置Ｋと完全に下降した位置Ｌの間の距離は好ましくは少
なくとも約４インチである。各アームは、更にＵ型断面形状と第１の端部８０９を有する
第１のカバーアーム部材８０７及びＵ型断面形状と第２の端部８１３を有する第２のカバ
ーアーム部材８１１を含み、第１のアーム部材８０６は第１のアームカバー部材８０７の
中に収容され、第２のアーム部材８０８は第２のアームカバー部材８１１の中に収容され
、これにより第２の端部８１３と第１の端部８０９は互いに重なる。
【００９０】
各アーム底部構造８０２は制御アセンブリ１４に接続される第１の端部８３０と方向８３
７に垂直軸８３５の周りのアームアセンブリの回転のためにアーム支持構造８１０を旋回
可能に支持する第２の端部８３２を含む。アーム底部構造８０２の第１の端部８３０は本
体部８３３及びそこから外側へ伸びる狭い差し込み部分８３４を含む。組み合わせにおい
て、本体部８３３とアーム底部構造８０２の第１の端部８３０の差し込み部分８３４は制
御板５７２と座部支持構造２８２の間で受容され、本体部８３３、アーム底部構造８０２
の差し込み部分８３４、制御板５７２及び座部支持構造２８２を通して伸びる複数の機械
式留め具（表示なし）によりそれに固定される。アーム支持構造８０２の第２の端部８３
２はその中にアーム支持構造８１０を旋回可能に受容する。
【００９１】
図７１に最もよく図示されるように、アーム支持構造８０２は円筒形の上部８３８及び円
錐形の下部８４０を有する上方に開く軸受リセス８３６を含む。ブッシュ部材８４２は軸
受リセス８３６内に位置し、円錐形部８４６を含む軸受リセス８３６の下部８４０のよう
に類似して構成される。アーム支持構造８１０は、ブッシュ部材８４２の下部８４６内で
受容される円筒型上部８４８及び円錐形下部８５０を有する下端部を含む。アーム支持構
造８１０の上端部８５２は、以下に記載されるように、垂直固定装置内に作動可能に係合
するように構成される。ピン部材８５４はアーム支持構造８１０の中心に位置し、軸方向
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に伸びる穴８５６内に位置する。図示される例において、ピン部材８５４は鋼から形成さ
れる一方、アーム支持構造８１０の上端部８５２はピン部材８５４の近位端の周りに形成
される粉末金属を備え、上端部８５２と旋回ピン８５４の組み合わせは外側アルミ被覆内
に包まれる。ピン部材８５４の遠位端８５３はその中に調節ネジ８５７をネジ止めで受容
する軸方向に伸びるネジ付き穴８５５を含む。アーム底部構造８０２は壁８６０により軸
受リセス８３６から分離された円筒形の第２リセスを含む。コイルバネ８６４は第２のリ
セス８５８内のピン部材８５４の遠位端８５３の周りに位置し、及びアーム底部構造８０
２の壁８６０とワッシャ部材８６６の間に捕捉され、これによりコイルバネ８６４はピン
部材８５４上の矢印の方向に下向きの力８６８を加え、これによりアーム支持構造８１０
の下端部をブッシュ部材８４２と密接して摩擦係合させ、ブッシュ部材８４２をアーム底
部構造８０２の軸受リセス８３６と密接して摩擦係合させる。調節ネジ８５７はアーム支
持構造８１０、ブッシュ部材８４２及びアーム底部構造８０２の間で摩擦干渉の量を調節
するように調節され、旋回方向８３７に旋回アクセス８５５の周りでアームアセンブリ２
０を動かすために、ユーザにより加えられるのに必要とされる力を増加させる。アーム支
持構造８１０とアーム底部構造８０２の間の旋回接続はアームアセンブリ８００全体が旋
回アクセス８３５を通して伸び、座部アセンブリ１６の中心線軸８７２と平行に伸びる線
８７４から方向８７６（図７２）に内側へ、及び方向８７８へ線８７４から外側へ旋回す
ることを可能にする。好ましくは、アームアセンブリ２０は線８７４から方向８７６へ少
なくとも１７°旋回し、及び線８７４から方向８７８で少なくとも２２°旋回する。
【００９２】
さらに図７３から７５を参照して、アームレストの垂直高さ調節は第１のアーム部材８０
６、第２のアーム部材８０８、アーム支持構造８１０及びアームレストアセンブリ支持部
材８１２により形成される４本棒結合を回転させることにより達成される。ギア部材８８
２は、旋回軸８１６の周りで円弧上に配置される複数の歯８８４を含む。ロック部材８８
６は旋回軸８８８でアーム８０６へ旋回可能に取り付けられ、ギア部材８８２の歯８８４
と選択的に係合する複数の歯８８４を含む。歯８８４と８９０が係合される場合、アーム
レスト８０４の高さは旋回軸８１６，８２４及び８８８の間に形成される剛性三角形によ
り固定される。もし、下向きの力Ｆ４がアームレストへ加えられるならば、反時計回り（
図７４）のモーメントがロック部材８８６上に発生する。このモーメントは歯８９０を押
して８８４と係合させ、これによりアームレストの高さを確りロックする。
【００９３】
細長いロック部材８９２は旋回軸８９４でアーム８０６に回転可能に取り付けられる。低
摩擦ポリマ軸受部材８９６は細長いロック部材８９２の湾曲部上部８９３の上に配置され
る。以下により詳細に論じられるように、手動解放レバー又は部材８９８はアームレスト
の垂直高さ調節を可能にするためにギア部材８８２の歯８８４からロック部材８８６の歯
８９０を選択的に解放するために、ユーザにより上向きに移動させることができるパッド
９００を含む。
【００９４】
リーフバネ９０２は細長いロック部材８９２の上端９０８に形成されるノッチ９０６と係
合する第１の端部９０４を含む。これにより、リーフバネ９０２はノッチ９０６で固定部
材８９２に一端が固定される。細長い固定部材８９２の上方に伸びるタブ９１２はリーフ
バネ９０２の細長い溝９１０内に受容され、これにより固定部材８９２に対してバネ９０
２を設置する。リーフバネ９０２の端部９１６は固定部材８８６のノブ９１８上に上向き
（Ｆ１）に位置し、これにより旋回軸８８８の周りに時計回り（解放）（図７５）に固定
部材８８６を回転させようとするモーメントを発生させる。リーフバネ９０２は、またノ
ッチ９０６で細長い固定部材８９２上に時計回りのモーメントを発生させ、旋回軸８１６
の周りに時計回り（解放）に固定部材８８６を回転させようとするモーメントを固定部材
上に発生させる。このモーメントはギア８９０をギア８８４から外そうとする。もしギア
８９０がギア８８４から外されるならば、アームレストアセンブリの高さを調節すること
ができる。
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【００９５】
固定部材８８６は細長い固定部材８９２の尖った端部９９２を受容するリセス又はカット
アウト９２０（図７４）を含む。リセス９２０は頂点９２４を有する第１の細いＶ型部を
含む。リセスは、また小さいリセス又はノッチ９２６及びノッチ９２６にすぐ隣接する横
向き上面９２８を含む。
【００９６】
上で論じたように、リーフバネ９０２はギア８９０をギア８８４から外そうとする固定部
材８８６上に作用するモーメントを発生させる。しかし、細長い固定部材８９２の先端又
は端部９２２が固定部材８８６のリセス９２０のノッチ９２６と係合する場合、この係合
は固定部材８８６の時計回り（解放）への回転運動を防止し、これによりギア８９０及び
ギア８８４を互いに係合して固定し、アームレストの高さ調節を防止する。
【００９７】
アームレストの高さ調節のためにアームアセンブリを解放するため、ユーザは小さいリー
フバネ８９９（図７４）に対してパッド９００を上方に引っ張る。解放部材８９８は前後
方向に伸びる軸８９７の周りを回転し、手動解放レバー８９３の内側端部８９５は軸受部
材８９６及び細長い固定部材８９２の湾曲部上部８９３（図７５）に対して下方に押す。
これは下向きの力を発生させ、細長い固定部材８９２を旋回軸８９４の周りで回転させる
。これは細長い固定部材８９２の端部９２２（図７４）を上方に移動させ、固定部材８８
６のリセス９２０の浅い頂点９２４に隣接する。この固定部材８９２の移動は固定部材８
８６を解放し、これにより固定部材８８６はリーフバネ９０２のバイアスにより時計回り
（解放）に回転する。この回転はギア８９０をギア８８４から解放し、アームレストアセ
ンブリの高さ調節を可能にする。
【００９８】
アームレストアセンブリは、また高さ調節部材の解放を防止するように構成される一方、
下方向の力Ｆ４（図７４）はアームレストパッド８０４に加えられる。特に、アーム部材
８０６，８０８、アーム支持構造８１０、及びアームレストアセンブリ支持部材８１２に
より形成される４本棒結合のため、下向き力Ｆ４は旋回軸８２０を旋回軸８２４へ向かっ
て移動させようとする。しかし、細長い固定部材８９２は、概して旋回軸８２０と旋回軸
８２４の間の線状に配置され、これにより４本棒結合の下方回転を防止する。上で述べた
ように、下方向の力Ｆ４は歯８９０をアームレストの高さをしっかり固定する歯８８４と
確り係合させる。もし下向きの力Ｆ４がアームレストに加えられる間に、解放レバー８９
８が作動すれば、固定部材８９２は移動して、細長い固定部材８９２の端部９２２は固定
部材８８６のリセス９２０のノッチ９２６から外れるだろう。しかし、たとえ固定部材８
９２が解放位置に移動しても、固定部材８８６へのモーメントは歯８９０及び８８４を係
合状態に維持させる。こうして、４本棒結合と固定部材８８６とギア部材８８２の構成は
機構を提供し、これによりもし下向き力Ｆ４がアームレストに作用するならば、アームレ
ストの高さ調節は実施されることができない。
【００９９】
図７６～７８で最もよく図示されているように、各アームレストアセンブリ８０４は関係
するアーム支持アセンブリ８００から調節可能に支持され、これによりアームレストアセ
ンブリ８０４は直線位置Ｍと旋回位置Ｎの間で旋回軸９６０の周りに内側と外側に旋回す
る。各アームレストアセンブリは、また後退位置Ｏと伸長位置Ｐの間で関係するアーム支
持アセンブリ８００に対して直線的に調節可能である。各アームレストアセンブリ８０４
はアームレストアセンブリ支持部材８１２と一体のアームレストハウジングアセンブリ９
６２を含み、および内部空間９６４を画定する。アームレストアセンブリ８０４は、また
平坦な本体部９６８を有する支持板９６６、開口部９６９を受容する一対の機械式留め具
、及び上方に伸びる旋回ボス９７０を含む。長方形状のスライダハウジング９７２はそれ
を通して伸びる楕円形開口部９７６を有する平坦部９７４、平坦部９７４からこれに沿っ
て長手方向に垂直に伸びる一対の側壁９７８、及び平坦部９７４から端部を超えて横方向
に垂直に伸びる一対の端部壁９８１を含む。アームレストアセンブリ８０４は、更に上面
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９８４と下面９８６を画定する平坦な本体部を有する回転する直線調節部材９８０を含む
。中心に位置する開口部９８８は本体部９８２を通して伸び、その中に旋回ボス９７０を
旋回可能に受容する。回転する直線調節部材９８０は、更にその対向する端部に設置され
る一対の鋭角形状の開口部９９０、及び上面９８４から上方に伸び、その間に複数の戻り
止め９９３を画定する横方向に離隔して弓状に配置される一対のリブセット９９１を含む
。回転選択部材９９４は平坦な本体部９９６及びその中の中心に配置され、各々が下方に
伸びる係合部１０００を含む一対の柔軟な弾性指９９８を含む。各アームレストアセンブ
リ８０４は、更に基板１００２上に成形されたアームパッド基板１００２とアームパッド
部材１００４を含む。
【０１００】
組み合わせにおいて、支持板９６６はアームレストハウジングアセンブリ９６２上に位置
し、スライダハウジング９７２は支持板９６６上に位置し、これにより平坦部９７４の底
面１００６は支持板９６６の上面１００８に摩擦的に隣接し、回転する直線調節部材９８
０はスライダハウジング９７２の側壁９７８と端部壁９８０の間に位置し、これにより回
転する直線調節部材の底面９８６はスライダハウジング９７２の平坦部９７４に摩擦で係
合し、回転する選択部材９９４は回転する直線調節部材９８０上にある。リベット１０１
０のような一対の機械式留め具は、回転選択部材９９４の開口部９９９、回転する直線調
節部材９８０の弓型形状の開口部９９０、及び支持板９６６の開口部９６９を通して伸び
、及びアームレストハウジングアセンブリ９６２にネジ止めで固定され、これによりアー
ムレストハウジング９６２に関する直線運動に対して、支持板９６６、及び回転する直線
調節部材９８０及び回転選択部材９９４を固定する。基板１００２及びアームパッド部材
１００４は、次にスライダハウジング９７２に固定される。上記装置はスライダハウジン
グ９７２、基板１００２及びアームパッド部材１００４を直線方向にスライドさせ、これ
によりアームレストアセンブリ８０４が後退位置Ｏと伸長位置Ｐの間で調節される。支持
板９６６と回転直線調節部材９８０によりスライダハウジング９７２上に加えられる固定
力を調節するように、リベット１０１０は調節される。基板１００２は中心に位置し、上
方に伸びる上昇部１０２０及び一対の長手方向に伸びる側壁（表示なし）を有する対応す
る下向きに配置されるリセスを含む。各側壁は先に記載したリブ９９１及び戻り止め９９
３に類似する複数のリブと戻り止めを含む。作動において、アームパッド１００４が直線
方向に動くにつれて、旋回ボス９７０はリセスの戻り止めと係合し、これによりユーザに
触覚フィードバックを提供する。図示される例において、旋回ボス９７０が戻り止めと係
合するにつれて、旋回ボス９７０は旋回ボス９７０の端部を弾性的に変形させる溝１０２
２を含む。これによりその損耗を削減する。回転する直線調節部材９８０の弓形開口部９
９０は調節部材９８０を支持板９６６の旋回ボス９７０の周りで旋回させ、及びアームレ
ストアセンブリ８０４を直線位置Ｍと曲げた位置Ｎの間で調節されるようにする。作動に
おいて、回転する選択部材の各指９９８の係合部１０００はリブ９９１の間に画定される
戻り止９９２と係合し、これによりユーザが選択された回転位置におけるアームレストア
センブリ８０４を位置決めることを可能にし、アームレストアセンブリ８０４が回転調節
されるにつれて、ユーザに触覚フィードバックを提供する。
【０１０１】
椅子アセンブリの実施例は、斜視図（図７９）、正面図（図８０）、第１の側面図（図８
１）、第２の側面図（図８２）、後面図（図８３）、上面図（図８４）、および底面図（
図８５）を含む、様々な図で示される。
【０１０２】
アーム２０のない他の椅子アセンブリの実施例は、斜視図（図８６）、正面図（図８７）
，第１の側面図（図８８）、第２の側面図（図８９）、後面図（図９０）、上面図（図９
１）、および底面図（図９２）を含む、様々な図において図示される。図７９から９２に
おいて図示される椅子アセンブリの実施例は明細書に記載されるように、特徴の全て、一
部を含み、または何も含まない。
【０１０３】
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先の記載において、本発明の様々な構成及び要素の他の組み合わせが、車両シート、スタ
ジアムシート、家庭用シート、劇場シートなどに、明細書に開示されたような本発明概念
を適用するなど、本概念が開示される際に本概念から離れずに行われることは、当業者に
より容易に理解されるだろう。このような変更は、その言語によるこれらの請求項が明確
に述べられていない限り、以下の特許請求の範囲に含まれると理解されるべきである。
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